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デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

増
築
工
事
の
た
め
今
年
６

月
か
ら
閉
館
し
て
い
た
近
代

美
術
館
（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
＝
西
53

丁
目
11
番
地
）
が
、
21
日
に

再
オ
ー
プ
ン
し
た
。
西
側
に

拡
張
し
た
４
万
平
方
フ
ィ
ー

ト
（
約
３
７
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
）
の
ス
ペ
ー
ス
は
デ
ィ

ラ
ー
・
ス
コ
フ
ィ
デ
ィ
オ
＋

レ
ン
フ
ロ
社
が
設
計
、
ゲ
ン

ス
ラ
ー
社
と
の
共
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
こ
れ
ま
で
通
り
絵

画
、
彫
刻
、
建
築
、
デ
ザ
イ

ン
、
写
真
、
メ
デ
ィ
ア
、
演

劇
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
展
示

す
る
ほ
か
、
４
階
に
は
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
「
マ

リ
＝
ジ
ョ
ゼ
・
ア
ン
ド
・
ヘ

ン
リ
ー
・
ク
ラ
ビ
ス
・
ス
タ

ジ
オ
」
を
新
設
し
、
現
代
美

術
に
関
連
し
た
ダ
ン
ス
や
音

楽
作
品
を
展
示
す
る
。
現
在

は
電
子
音
楽
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
チ
ュ
ー
ダ
ー

の
サ
ウ
ン
ド
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
「
レ
イ
ン
フ
ォ
レ
ス

ト
Ｖ
」
＝
写
真
＝
を
展
示
。

白
人
男
性
の
作
品
が
多
か

っ
た
こ
れ
ま
で
に
比
べ
、
芸

術
家
た
ち
も
多
様
化
し
て
い

る
。
グ
レ
ン
・
Ｄ
・
ロ
ウ
リ

ー
館
長
は
４
階
の
４
０
４
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
記
者
団
に
挨
拶

し
、
イ
ン
ド
の
ム
ン
バ
イ
出

身
画
家
ヴ
ェ
ス
デ
オ
・
Ｓ
・

ガ
イ
ト
ン
デ
の
作
品
を
説
明

し
な
が
ら
、
今
後
は
芸
術
作

品
を
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観

点
か
ら
か
ら
選
ん
で
い
く
と

抱
負
を
語
っ
た
。
（
ワ
イ
ン
ス

タ
イ
ン
今
井
絹
江
、
写
真
も
）

MoMA
多様化の時代

新装オープン

１
回
な
い
し
２
回
の
予
防
接

種
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
免
疫
を
与
え
る
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
ワ
ク
チ
ン
」
が
近
く
実
用

化
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

米
国
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
に
よ
る
と
、
米
国

で
は
２
０
１
７
〜
18
年
シ
ー
ズ

ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

で
８
万
人
が
死
亡
、
１
９
７
６

年
以
降
の
最
多
の
死
亡
者
数
を

記
録
し
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
現
在

も
っ
と
も
効
果
的
な
の
は
予
防

接
種
で
、
接
種
率
が
５
％
増
加

し
た
だ
け
で
、
48
万
３
千
件
の

病
気
と
６
９
５
０
件
に
入
院
を

回
避
で
き
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
は
し
か
な
ど
と
違

っ
て
予
防
接
種
し
た
か
ら
と
い

っ
て
発
症
し
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
る

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル

ス
は
様
々
あ
り
、
ど
れ
が
流
行

す
る
か
を
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
が
毎
年
予
測
し
、
４
種

類
ほ
ど
に
絞
っ
て
い
る
。
し
か

し
注
射
１
回
で
は
１
種
類
し
か

接
種
で
き
な
い
。
ま
た
ウ
ィ
ル

ス
は
変
異
し
、
そ
れ
が
流
行
す

る
こ
と
も
あ
る
。

マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
・
ア

イ
カ
ー
ン
医
科
大
学
の
フ
ロ

リ
ア
ン
・
ク
ラ
マ
ー
博
士
と

彼
の
チ
ー
ム
は
、
従
来
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

と
は
異
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
部

分
を
標
的
に
開
発
を
進
め
て

い
る
。

ウ
イ
ル
ス
に
は
細
胞
に
付

着
す
る
た
め
に
表
面
タ
ン
パ

ク
質
が
あ
る
。
人
か
ら
人
へ

感
染
す
る
時
に
変
化
す
る
の

が
キ
ノ
コ
の
傘
部
分
で
、
現

在
の
ワ
ク
チ
ン
は
こ
れ
を
対

象
に
抗
体
を
作
る
こ
と
で
感

染
か
ら
守
る
。
し
か
し
、
ウ

ィ
ル
ス
が
変
異
し
て
し
ま
え

ば
傘
部
分
も
変
異
し
、
そ
の

ワ
ク
チ
ン
は
有
効
と
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
そ
れ
ほ
ど
変
化

し
な
い
茎
の
部
分
を
標
的
に

し
た
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ク
ラ
マ
ー
博

士
ら
は
柄
を
標
的
と
す
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン

で
人
で
の
臨
床
試
験
を
行
っ

た

。

学

術

誌

に

掲

載

さ

れ

「
予
測
し
た
免
疫
応
答
が
得
ら

れ
た
」
と
発
表
し
て
い
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
10

月
12
日
、
動
物
の
毛
皮
製
品

を
禁
止
す
る
法
案
が
ギ
ャ
ビ

ン
・
ニ
ュ
ー
サ
ム
州
知
事
の

署
名
で
成
立
し
た
。
法
案
は

９
月
に
州
議
会
を
通
過
し
て

い
た
。

バ
ー
ク
レ
ー
市
や
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
市
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
市
は
す
で
に
同
様
の
法

律
が
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、

州
と
し
て
毛
皮
を
禁
止
す
る

の
は
米
国
で
初
め
て
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

毛
皮
販
売
禁
止

万
能
ワ
ク
チ
ン
実
用
化
へ

あ
ら
ゆ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
免
疫

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
地
区
で

「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り
込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
青
山
学
院
大
学
図
書
館
（
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大
学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

https://nipponexpressusa.com/
https://www.restaurantnippon.com/
https://www.amnet.jp/


2019年（令和元年）10月26日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［企画のページ］　（2）

富
士
フ
イ
ル
ム
・
ノ
ー
ス
ア

メ
リ
カ
社
は
、
16
日
か
ら
20
日

ま
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
グ
ラ

ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
構
内
で
、
昨
年
に
続
き

米
国
で
２
回
目
と
な
る
写
真
展

「
富
士
フ
イ
ル
ム
・
プ
リ
ン

ト
・
ラ
イ
フ
写
真
展

２
０
１

９
」
を
開
催
し
た
。

写
真
を
撮
る
喜
び
、
プ
リ
ン

ト
し
て
飾
る
楽
し
さ
、
写
真
で

残
す
大
切
さ
を
発
信
す
る
の
が

目
的
で
、
通
常
の
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
と
異
な
り
、
応
募
者
全

員
の
写
真
が
展
示
さ
れ
る
参
加

型
写
真
展
で
同
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
通
じ
て
全
米
各
地
か
ら
一

般
応
募
さ
れ
た
１
万
３
６
０
０

点
以
上
の
作
品
を
展
示
し
た
。

日
本
で
は
既
に
２
０
０
６
年

か
ら
開
催
し
て
お
り
、
昨
年
度

か
ら
米
国
を
含
め
世
界
各
地
に

お
い
て
も
本
格
展
開
、
今
年
度

は
、
米
国
以
外
に
、
カ
ナ
ダ
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

ト
ル
コ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン

ド
、
タ
イ
、
中
国
で
も
開
催
さ

れ
、
全
世
界
で

応
募
総
数
約

10
万
人
以
上
の
写
真
を
展
示
す

る
。友

人
の
写
真
を
見
に
き
た
と

い
う
女
性
は
「
こ
こ
で
写
真
を

撮
影
し
て
い
ま
送
っ
て
あ
げ
た

と
こ
ろ
」
と
自
分
も
入
れ
て
撮

影
、
フ
ォ
ト
・
イ
ン
・
フ
ォ
ト

の
手
法
で
そ
の
場
か
ら
メ
ー
ル

で
送
信
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
北
郊
チ
ャ
パ
カ
か
ら
写
真
を

応
募
し
た
と
い
う
キ
ャ
シ
ー
Ｋ

さ
ん
は
、
両
親
や
家
族
と
会
場

を
訪
れ
、
自
分
の
写
真
が
展
示

さ
れ
て
い
る
場
所
で
記
念
撮
影

す
る
な
ど
盛
り
上
が
っ
て
い

た
。
羊
の
写
真
を
２
枚
。
草
を

顔
中
に
付
け
て
食
べ
て
い
る
顔

が
可
愛
ら
し
い
。

同
社
で
は
今
月
11
日
に
ス

マ
ホ
か
ら
の
チ
ェ
キ
・
プ
リ
ン

ト
で
き
る
新
型
プ
リ
ン
タ
ー

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」
を
世
界
同
時
発

売
し
て
お
り
、
展
示
会
場
に
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
即
時

プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

を
常
設
、
写
真
を
プ
リ
ン
ト
す

る
楽
し
さ
を
そ
の
場
で
体
験
で

き
た
。
期
間
中
は
、
会
場
を
訪

れ
た
人
々
が
プ
リ
ン
ト
の
魅
力

を
実
感
し
て

写
真
を
プ
リ
ン

ト
す
る
こ
と
の
意
義
も
存
分
に

感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。

富
士
フ
イ
ル
ム
・
ノ
ー
ス
ア

メ
リ
カ
社
の
岩
﨑
哲
也
社
長
は

「
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
と

い
う
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所

で
開
催
で
き
た
こ
と
、
大
勢
の

人
々
に
見
て
い
た
だ
き
プ
リ
ン

ト
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
こ
も

ら
え
た
こ
と
が
な
に
よ
り
う
れ

し
い
」
と
述
べ
、
今
回
発
売
さ

れ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
に
つ
い
て
は
、

「
ス
マ
ホ
か
ら
の
プ
リ
ン
ト
な

ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
と
言
わ
れ
る
く
ら

い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
た

ま
た
、
今
回
の
写
真
展
で
は

写
真
団
体
「1

0
0

cam
eras

(w
w

w
.100cam

eras.org)

」

の
特
別
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
い
た
。
民
間
非
営
利
団

体
で
あ
る
「100cam

eras

」

は
、
困
難
な
環
境
に
い
る
世

界
中
の
子
供
た
ち
に
、
写
真

を
通
じ
て
自
分
た
ち
の
経
験

や
将
来
の
夢
を
発

信
す
る
た

め
の
方
法
を
提
供
し
た
。
子

供
た
ち
が
撮
影
し
た
写
真
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
販
売
さ
れ
、

そ
の
全
収
益
は
医
療
や
教

育

な
ど
の
資
金
と
し
て
子
供
た

ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
還

元
さ
れ
る
。
同
時
に
富
士
フ

イ

ル

ム

は

、F
U

JIF
IL

M
F

inePix
X

P130 

カ
メ
ラ
２

０
０
台
を
同
団
体
に
寄
付
す

る
な
ど
社
会
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ

ピ
ー
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。

富
士
フ
イ
ル
ム
・
プ
リ
ン
ト
ラ
イ
フ
写
真
展
２
０
１
９

プ
リ
ン
ト
の
価
値
を
訴
求

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に
１
万
３
６
０
０
枚

ス
マ
ホ
か
ら
プ
リ
ン
ト
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
会
場
で
大
人
気

同社人気商品instax mini LiPlayとLINKを手に説明する岩﨑  社長

スタッフからその場でプリントをもらって喜ぶ来場者

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
構
内
の
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
ホ

ー
ル
に
展
示
さ
れ
た
１
万
３
６
０
０
枚
の
プ
リ
ン
ト
写

真
は
実
に
壮
観
。
足
を
止
め
て
見
入
る
来
場
者
た
ち
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■画家・執筆家・ゴッホ研究家 吉屋 敬 氏講演会 『ゴッホ・向日葵

の誕生』 プロローグからエピローグまで＝11/5（火）18：30〜

20：00（18：00受付）　オランダ在住のゴッホ研究家である吉

屋敬氏がゴッホの代表作のひとつ「向日葵」に焦点を当てて、最

新の情報、報道や事実を踏まえて吉屋氏の見解を詳述する講演会。

参加費：一般＄20、会員＄15（1ドリンク付）

■松坂慶子ディナートークショー in New York＝11/7（木）18：30

〜21：00（18：00

開場）　女優・松

坂慶子さんがドラ

マや映画出演を通

してのエピソー

ド、趣味の音楽や

フラダンス、ニュ

ーヨークやハワイ

での体験談などを

語るディナートー

クショー。参加

費：一般＄120、

会員＄100 ※食前

酒（木村酒造 福小

町大吟醸）、特製

弁当、デザート付

■2019年カルチャー

講座アート展＝

11/7（ 木 ） 〜 9

（土）カルチャー

講座の講師と受講生、日本クラブ会員とその家族による華道、書

道、絵画、写真、クラフトなどの作品展示会。時間：木・金

10：00〜18：00 / 土 10：00〜17：00

■炉開き茶会＝11/9（土）茶道＜裏千家＞の鈴木宗美先生、三谷宗

久先生、大竹宗藍先生と生徒たちによるお茶会。11:30と13:30は

お点前（お抹茶と和菓子）とお弁当$45、15:00お点前のみ$20

※予約締切は11/7（木）17:00まで

■第18回東京・ニューヨーク友好陶芸コンテスト＝11/13（水）〜

19（火）創造力、独創力、技術力、芸術面が問われる厳しい審査

を経て選ばれた個性豊かな作品約100点を展示。 入場無料

■上村栄司パールジュエリー＝11/21（木）〜27（水）「漆」「金粉」

「竹」「藍染」など、真珠のデザインに「和」を取り入れた、独創

的なパールジュエリーを展示。入場無料

■麻雀11月親睦大会＝11/15（金）17：00夕食、18：00ゲーム開始。

半荘４回の総合得点で優勝を競う。参加費：一般＄60、会員

＄50（お弁当込み）。優勝者には＄100の食事券を贈呈。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St.,   New York, NY 10019

Tel: 212-581-2223 info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

11月 日本クラブの行事

能
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
は
11
月
８

日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
・
フ
ォ
ー
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ー
ツ
・
ア
ッ
ト
・
リ
ン
カ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ル
ー
ノ
・

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
オ
ー
デ
ィ
ト
リ

ウ
ム
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街
１

１
１
番
地
、
65
丁
目
）
で
今
年

で
第
３
回
目
を
迎
え
る
狂
言
公

演
「
ザ
・
ハ
ー
ト
・
オ
ブ
・
狂

言
２
０
１
９
」
を
開
催
す
る
。

大
胆
で
自
由
な
笑
い
を
テ
ー

マ
に
大
蔵
流
狂
言
師
、
善
竹
大

二
郎
、
大
蔵
教
義
、
吉
田
信
海

を
迎
え
、
中
世
の
笑
い
の
世
界

へ
誘
う
。
演
者
に
よ
る
狂
言
の

楽
し
み
方
の
解
説
や
表
現
方
法

な
ど
実
演
を
交
え
な
が
ら
、
本

編
で
は
大
ら
か
な
笑
い
を
誘
う

人
気
演
目
「
附
子
」
と
謡
と
舞

で
彩
る
「
寝
音
曲
」
を
日
英
２

か
国
語
で
上
演
す
る
。

入
場
料
は
一
般
40
ド
ル
（
能

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
会
員
は
35
ド

ル
）
、
学
生
25
ド
ル
（
同
会
員

は
20
ド
ル
）
。
チ
ケ
ッ
ト
は
オ

ン

ラ

イ

ン

（ky
og

en
2019.brow

n
pa-

pertickets.com

）
か
ら
購
入

で
き
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トnohsociety
.org

を
参
照
。

大胆で自由な笑い狂
言
公
演
11
月
８
日

能
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
開
催

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

活
躍
す
る
、
現
代
美
術
家
で

写
真
家
の
杉
本
博
司
さ
ん
監

督
の
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
「
杉

本

文

楽

・

曽

根

崎

心

中/
S

u
g

im
o
to

 
B

u
n

rak
u

S
o
n

ezak
i S

h
in

ju
 T

h
e

L
o
v

e 
S

u
icid

es 
at

Son
ezaki

」
が
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ロ
ー
ズ
シ
ア
タ
ー
で

19
日
か
ら
22
日
ま
で
の
４
日

間
に
わ
た
り
上
演
さ
れ
た
。

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

10
月
19
日
か
ら
11
月
24
日
ま

で
開
か
れ
る
「
ホ
ワ
イ
ト
・

ラ
イ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
公

演
と
な
っ
た
。

同
作
は
近
松
門
左
衛
門
の

人
形
浄
瑠
璃
「
曽
根
崎
心
中
」

を
も
と
に
杉
本
さ
ん
が
構
成

し
、
演
出
と
舞
台
美
術
も
手

が
け
た
作
品
。
２
０
１
１
年

に
初
演
さ
れ
、
２
０
１
３
年

に
マ
ド
リ
ー
ド
、
ロ
ー
マ
、

パ
リ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
公

演
で
絶
賛
さ
れ
、
２
０
１
４

年
に
日
本
で
凱
旋
公
演
が
行

わ
れ
た
。
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
は
、
米
国
で
の
初
公
演

と
な
っ
た
。

米
国
で
の
初
公

演
に
つ
い
て
杉
本

さ
ん
は
「
自
殺
が

強
く
禁
じ
ら
れ
て

い
る
キ
リ
ス
ト
教

世
界
に
お
い
て
、

心
中
に
よ
り
浄
土

に
迎
え
入
れ
ら
れ

る
と
い
う
テ
ー
マ

が
受
け
入
れ
ら
た

よ
う
で
す
」
と
話

し
た
。

現

代

美

術

作

家
、
束
芋
（
た
ば

い
も
）
さ
ん
の
手

が
け
た
映
像
作
品

が
舞
台
の
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
現
代

美
術
と
伝
統
芸
能
が
見
事
に

コ
ラ
ボ
し
た
素
晴
ら
し
い
舞

台
を
作
り
だ
し
た
。
最
後
に

は
黒
衣
も
含
め
、
出
演
者
全

員
が
舞
台
に
立
ち
、
観
客
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
オ
ー
ベ

ー
シ
ョ
ン
で
舞
台
を
終
え
た
。

公
演
に
訪
れ
て
い
た
、
マ

リ
ア
・
ラ
ビ
ノ
ビ
ッ
チ
さ
ん

は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
大

阪
の
中
学
校
で
英
語
を
教
え

て
い
る
時
に
文
楽
と
出
会
い

魅
了
さ
れ
た
と
い
う
。
「
音
楽

も
人
形
も
美
し
く
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
た
だ
ス
ト
ー
リ
ー

に
は
文
化
の
違
い
を
感
じ
た
。

徳
兵
衛
（
心
中
を
し
た
主
人

公
の
一
人
）
は
な
ぜ
問
題
に

ア
ジ
ャ
ス
ト
し
よ
う
と
し
な

か
っ
た
の
か
」
。
ま
た
、
今
回
、

文
楽
を
初
め
て
観
劇
し
た
と

い
う
マ
イ
ケ
ル
・
カ
ニ
ス
ト

さ
ん
は
「
舞
台
は
と
て
も
美

し
か
っ
た
。
私
が
最
も
感
じ

た
の
は
、
時
代
や
場
所
が
違

っ
て
も
、
悪
徳
商
法
や
恐
ろ

し
い
人
々
が
繁
栄
す
る
階
級

や
特
権
に
よ
り
、
絶
望
に
よ

っ
て
追
い
詰
め
ら
れ
る
若
い

恋
人
た
ち
は
、
私
た
ち
が
暮

ら
す
現
代
と
な
ん
ら
変
わ
り

の
な
い
こ
と
だ
」
と
話
し
た
。

今
回
の
公
演
は
、
国
際
交

流
基
金
が
米
国
に
お
い
て
日

本
の
文
化
や
芸
術
を
紹
介
す

る
「Japan 2019

」
の
一
環
。

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
は
、
２
０

０
３
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世

界
無
形
遺
産
」
に
も
登
録
さ

れ
て
い
る
。
（
石
黒
か
お
る
）

©Hiroshi Sugimoto/ Courtesy of Odawara Art Foundation

松坂慶子

絶
望
の
恋
人
現
代
の
写
し
絵

杉
本
文
楽
・
曾
根
崎
心
中
に
満
場
の
喝
采

http://www.omen-azen.com
https://tickets.nyu.edu/oneworldconcert2019
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グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

の
機
能
が
大
幅
に
向

上
。
そ
の
裏
に
は
…

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の

新
機
能
と
し
て
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
の
交

通
事
故
、
速
度

違
反
の
取
り
締

ま

り

、

渋

滞

、

工
事
、
車
線
の

閉
鎖
、
故
障
車
、

道
路
上
の
障
害

物
に
関
す
る
情

報
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ

た
。
情
報
の
提
供
元
は
、

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
ユ
ー

ザ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
。
同
ア
プ
リ
を
使
う
機

会
が
少
な
い
私
は
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た

際
、
正
直
驚
い
た
。
既
に

搭
載
済
み
の
機
能
な
の
だ

ど
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い

た
か
ら
だ
。

し
ば
ら
く
し
て
、
こ
の

思
い
込
み
の
原
因
が
分
か

っ
た
。W

aze

と
い
う
ア

プ

リ

の

存

在

で

あ

る

。

W
aze

は
２
０
０
８
年
イ

ス
ラ
エ
ル
で
設
立
さ
れ
た

L
inqm

ap

と
い
う
企
業
で

開
発
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ア
プ
リ

で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
る
各
種
情

報
を
マ
ッ
プ
機
能
に
融
合
し
た

製
品
を
展
開
し
た
結
果
、
翌
２

０
１
２
年
に
は
ユ
ー
ザ
ー
数
が

急
速
に
拡
大
、
翌
２
０
１
３
年

に
は
、
グ
ー
グ
ル
に
12
億
ド
ル

で
買
収
さ
れ
た
。
現
在
は
月
間

ユ
ー
ザ
ー
数
が
１
億
人
を
超
え

る
。
私
がW

aze

を
試
し
て
み

た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
一

番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い

た
２
０
１
２
年
頃
な
の
だ
と
思

う
。
便
利
だ
っ
た
の
で
し
ば
ら

く
使
っ
て
い
た
が
、
結
局
複
数

の
マ
ッ
プ
ア
プ
リ
を
持
っ
て
い

て
も
使
わ
な
い
の
で
、
グ
ー
グ

ル
マ
ッ
プ
一
本
に
絞
り
込
ん

だ
。
今
回
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
、

グ
ー
グ
ル
が
買
収
先
のW

aze

の
持
つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
研

究
し
、
自
社
製
品
に
導
入
し
た

結
果
と
見
ら
れ
て
お
り
、

正
式
の
発
表
は
無
い
も
の

の
、
元
祖W

aze

ア
プ
リ

は
い
ず
れ
消
え
て
い
く
宿

命
に
あ
る
の
で
は
無
い
か

と
言
わ
れ
て
い
る
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
の
買
収
も
そ

う
だ
が
、
大
企
業
が
、
よ

り
規
模
の
小
さ
な
「
役
に

立
ち
そ
う
な
」
企
業
を
飲

み
込
み
、
そ
れ
ら
の
持
つ

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
自
社

の
も
の
と
し
て
展
開
し
て

い
く
こ
と
は
、
ひ
と
つ
に

は
将
来
、
自
社
事
業
に
脅

威
と
な
り
そ
う
な
競
合
他

社
を
、
未
だ
芽
の
若
い
う

ち
に
摘
ん
で
お
き
た
い
と

い
う
こ
と
、
自
社
の
持
た

な
い
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、

ユ
ー
ザ
ー
な
ど
を
手
っ
取

り
早
く
獲
得
す
る
、
と
い

う
こ
と
が
あ
る
と
思
う

が
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ

ム

に

し

て

も

、

W
aze

に
し
て
も
買
収
側

に
と
っ
て
は
、
非
常
に

成
功
し
た
一
例
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
Ｉ
Ｔ
業
界

で
は
、
い
わ
ゆ
る
四
強

に
よ
る
市
場
の
支
配
が

問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る

が
、
こ
の
流
れ
は
当
分

変
わ
り
そ
う
に
な
い
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

www.egawanakaba.com

江川央の DIGITAL 最前線

今
月
１
日
付
で
帰
国
令
が
出

た
別
所
浩
郎
国
連
大
使
と
15
日

付
で
カ
ナ
ダ
大
使
へ
の
異
動
が

発
令
さ
れ
た
川
村
泰
久
次
席
国

連
大
使
の
合
同
謝
恩
会
が
18
日

夕
、
国
連
大
使
公
邸
で
開
か
れ

た
。
別
所
大
使
は
挨
拶
の
な
か

で
、
国
連
60
周
年
が
在
任
中
に

あ
り
、
日
本
か
ら
世
界
に
「
平

和
」
と
は
何
か
を
問
い
か
け
る

イ
ベ
ン
ト
「Peace

is

．
．
．

」

を
２
年
間
に
わ
た
り
開
催
し
た

こ
と
に
触
れ
た
。

ま
た
川
村
大
使
は
３
年
余
り

を
振
り
返
り
「
い
き
な
り
、
突

然
、
人
」
が
国
連
を
表
現
す
る

言
葉
だ
と
し
て
個
人
的
な
体
験

を
踏
ま
え
て
安
保
理
改
革
や
テ

ロ
現
場
の
視
察
を
語
っ
た
。
特

に
日
本
人
職
員
採
用
に
つ
い
て

は
「
一
人
で
も
多
く
の
日
本
人

が
職
員
と
な
り
テ
ロ
な
ど
で
喘

ぐ
国
を
救
う
側
に
回
っ
て
働
い

て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

別
所
、
川
村
国
連
大
使

両
大
使
合
同
で
謝
恩
会

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
（
会
頭：

吉
森
桂
男
・
米

国
三
井
物
産
社
長
）
は
、
11
月

13
日
（
水)

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ヒ
ル
ト
ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
「
第
35
回
ア
ニ
ュ
ア
ル
・

デ
ィ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。
こ

の
ガ
ラ
・
デ
ィ
ナ
ー
は
日
米
財

界
人
の
交
流
親
睦
と
ビ
ジ
ネ
ス

強
化
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
毎
年
１
０
０
０
人

近
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
が

一
堂
に
会
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
も
最
大
規
模
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
イ
ベ
ン
ト
。
ま
た
、
こ
の
晩

餐
会
の
収
益
金
は
慈
善
基
金

「
Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
」
を
通
じ
、

日
米
友
好
理
解
・
教
育
振
興
・

地
域
貢
献
活
動
な
ど
の
た
め
に

幅
広
く
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

今
年
の
デ
ィ
ナ
ー
チ
ェ
ア
マ

ン
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
常
務
執
行

役
員
・
米
州
副
担
当
の
越

和

夫
氏
。
共
同
チ
ェ
ア
マ
ン
は
デ

ロ
イ
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ジ
ョ
ー
・
ウ

ク
ズ
グ
ル
氏
。
基
調
講
演
に
は

モ
ル
ガ
ン
ス
タ
ン
レ
ー
会
長
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ゴ
ー
マ
ン
氏
を

迎
え
る
。

日
米
お
よ
び
世
界
の
友
好
と

理
解
に
貢
献
し
た
個
人
に
与
え

ら
れ
る
功
労
賞
「
イ
ー
グ
ル
・

オ
ン

・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
・
ア

ワ
ー
ド
」
は
、
前
駐
日
米
国
大

使
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ

ィ
ー
さ
ん
と
国
連
軍
縮
担
当
事

務
次
長
の
中
満
泉
（
な
か
み

つ
・
い
ず
み
）
さ
ん
に
授
与
さ

れ
る
。
ま
た
、
今
年
２
月
に
亡

く
な
っ
た
日
本
文
学
研
究
者
で

元
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
の
故

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
に
特
別

栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
る
。

吉森会頭

越和夫氏

ウクズグル氏

J・ゴーマン氏

ケネディ氏

中満氏

D・キーン氏

グーグルマップの機能が大幅向上の背景

パ
コ
ポ
コ
、
パ
コ
ポ
コ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
に
響
く

蹄
の
音
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
も
よ
う
や
く
紅
葉
の
季
節

と
な
り
、
木
漏
れ
日
の
中
を
観
光
馬
車
が
の
ど
か
に
通
っ

て
行
く
。
本
格
的
な
寒
さ
を
前
に
い
ま
が
日
溜
ま
り
の
休

憩
時
間
。
　
　
　
　
　
　
（
写
真
・
植
山
慎
太
郎
）

紅
葉
の
木
漏
れ
日
を
浴
び
て

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
は
、
12
日
か
ら
13
日

に
か
け
て
関
東
甲
信
越
や
東
北

地
方
を
通
過
し
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
19
号
に
よ
る

被
災
地
支
援
の
寄
付
金
窓
口
を

16
日
に
開
設
し
た
。
同
基
金
に

寄
せ
ら
れ
た
支
援
金
は
課
税
控

除
の
対
象
と
な
り
、
被
災
地
で

の
被
災
者
救
援
活
動
や
被
災
地

復
興
の
支
援
を
行
う
日
米
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
対
象

に
全
額
送
金
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
受
付
に
関
し

て
は
寄
付
総
額
か
ら
３
％
が
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
手
数
料
に
充

当
さ
れ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
寄
付
金
送

付
は
（
10
ド
ル
よ
り
受
付
）

w
w

w
.japansociety

.org

を

参
照
。

小
切
手
の
場
合
は
支
払
い
先

を
「Japan

Society

」
と
し
、

追
記
欄
に
「Japan
R

elief
F

und

」
と
明
記
し
、Japan

Society

（333 E
ast

47th
Street

N
ew

Y
ork, N

ew
Y

ork
1

0
0

1
7

A
ttn

:
Japan

R
elief

F
und

）
ま
で

送
付
す
る
。

な
る
。
小
切
手
の
宛
先
を
「

J.C
.C

. F
und

」
と
し
、
メ
モ

欄

に

「

T
y

p
h

oon
1

9
D

isaster
R

elief
F

u
n

d

」

と
記
入
し
、J.C

.C
. F

u
n

d
（145 W

est
57th

Street,
N

ew
Y

ork, N
Y

10019

）

ま
で
送
付
す
る
。

与
マ
イ
ル
額
は
50
〜
99
ド
ル

ま
で
２
５
０
マ
イ
ル
、
１
０

０
〜
２
４
９
ド
ル
で
５
０
０

マ
イ
ル
、
２
５
０
ド
ル
以
上

は
１
０
０
０
マ
イ
ル
。

と
、
慈
善
団
体
ロ
ビ
ン
フ
ッ

ド
財
団
か
ら
民
間
資
金
と
し

て
受
け
た
合
計
１
６
０
０
万

ド
ル
と
、
同
市
の
財
源
１
６

０
０
万
ド
ル
を
資
金
源
と
し

て
進
め
ら
れ
る
。

20
校
の
う
ち
半
数
は
高
校
、

そ
の
ほ
か
は
小
学
校
と
ミ
ド

ル
ス
ク
ー
ル
で
同
市
内
の
各

区
に
つ
く
ら
れ
る
。

日
本
ク
ラ
ブ
と
商
工
会
議

所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
は
、
台
風

19
号
の
被
災
者
に
向
け
た
災

害
支
援
義
援
金
の
窓
口
を
設

置
し
、
12
月
末
日
ま
で
募
集

し
て
い
る
。
集
ま
っ
た
義
援

金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、

被
災
者
に
直
接
届
け
ら
れ
る
。

寄
付
金
は
全
額
、
税
控
除
に

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
今
月

12
日
夜
に
日
本
に
上
陸
し
た

台
風
19
号
の
被
災
者
支
援
と

し
て
、
寄
付
に
協
力
し
た
マ

イ
レ
ー
ジ
プ
ラ
ス
会
員
に
マ

イ
ル
を
付
与
す
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
11
月
14
日
（
木
）
ま

で
行
っ
て
い
る
。

専

用

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.crow

drise.com
/o/

en/cam
paign/ua19typh

oonhagibisrelief) 

で
寄
付

を
す
る
と
、
金
額
に
応
じ
て

マ
イ
ル
を
付
与
さ
れ
る
。
付

Ｎ
Ｙ
市
教
育
局
は
１
日
、

公
立
学
校
20
校
の
開
校
計
画

を
発
表
す
る
と
同
時
に
生
徒

や
保
護
者
、
地
域
メ
ン
バ
ー

を
対
象
に
新
学
校
の
デ
ザ
イ

ン
の
募
集
を
開
始
し
た
。
大

規
模
な
同
教
育
改
革
事
業
は

ア
ッ
プ
ル
社
創
業
者
の
ス
テ

ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
（
故

人
）
の
妻
、
ロ
ー
レ
ン
・
パ

ウ
エ
ル
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
共
同

設
立
し
た
非
営
利
教
育
機
関

Ｘ
Ｑ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

揃って離任の挨拶をした別所（右）川村（左）両大使

Ｎ
Ｙ
日
商
第
35
回
年
次
晩
餐
会
開
催

個
人
功
労
賞
「
イ
ー
グ
ル
・
オ
ン
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」
賞

ケ
ネ
デ
ィ
、
中
満
両
氏
に

台
風

19
号
被
災
地
支
援

ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
が
開
始

日
本
ク
ラ
ブ
と
Ｎ
Ｙ
日
商

義
援
金
窓
口
を
開
設

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

航
空
マ
イ
レ
ッ
ジ

還
元
寄
付
受
付

公
立
学
校

20
校

Ｎ
Ｙ
新
規
開
校

https://mikoto-inc.com/ads/
https://ibec-usa.com/
http://www.iiicareer.com/


（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）10月26日（土）

●キモノハウス「七五三の着物レンタル・写真撮影」＝予約受付中。Kimono
House（131 Thompson St.） 着物・帯・和装小物の販売や着付けサービス
もEメールinfo@thekimonohouse.com ●ニューヨーク仏教会「秋のバザ
ー」＝10/26（土）10:00〜16:00（バザーは14：00まで）NY Buddhist
Church（332 Riverside Dr., bet.105&106 sts.)
Tel:212-678-0305 入場無料　日本の食べ物の他に
ハワイのロコモコ、ケーキ、クッキー、新しい物、古
い物、日本の瀬戸物、日常品などが手頃な値段で購入
できます武道（10:00〜14:00）、橘舞踊（14:00）、僧
太鼓（15:00）も披露される。売り上げは全額本願寺
仏教会に寄付。詳細はウェブサイトwww.newyork-
buddhistchurch.orgを参照。●源氏物語を通して学
ぶ面白世界文学講座＝10/26（土）16:00〜17:00　天理文化協会（43 W
13 st.) Tel: 212-645-2800  参加費：$10 講師はペース大学教授の八幡
真帆さん。毎月第４土曜に開講。予約・問い合わせはＥメールmyaha-
ta@pace.edu または212-749-0713 （八幡さん）まで。●ニュージャー
ジー補習授業校「幼児部体験教室」＝11/9（土）14:40〜15:30　ＮＪ補

習授業校（Paramus Catholic High School: 425 Paramus Rd.,
Paramus, NJ 07652）　参加無料、要事前予約、定員12人。令和2年度

（2020年度）の新年中児童　（2015年4月2日〜2016年4月1日出生）対
象。申し込みはEメールnjws@jwsnj.org または電話201-585-0555

（当日の予約は、201-493-9222）まで。同校では学級
指導補助員も募集中。●NY長崎県人会＝11/20（水）
18:00　めんくい亭（58 W. 56th st.) 　参加費（飲食
代）：$60（一般）、$30（学生）現金で当日支払い。
参加希望者は15日（金）までにＥメールnynagasa-
ki@gmail.com、または電話917-825-0927（佐藤さん）
まで連絡を。●ANA NY OG会＝11/24（日）12:00
Brasserie 8 1/2（9 W.57th st.）参加費：＄65（食事

代） 新NY支店長や新メンバー数人を迎えて。出欠は12日までにＥメー
ルas@you-ingtravel.com（島崎さん）まで。●NY立教会のクリスマス
会開催＝12/11（水）19:00　Pierre Loti（300 E.52nd St.2Fl) 　会費：
$80　家族や立教に縁ある人も歓迎。出欠は11月30日 （金） までにＥメ
ールrikkyokai.ny@gmail.comまで連絡を。　

www.nyseikatsu.comで詳報

世
界
的
に
有
名
な
ポ
ッ
プ
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
奈
良
美
智
が
10

年
前
に
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の

バ
ー
の
壁
に
書
い
た
落
書
き
が

数
百
万
ド
ル
（
数
億
円
）
の
価

値
が
あ
る
の
で
は
と
言
わ
れ
て

い
る
。

６
日
に
香
港
の
サ
ザ
ビ
ー
ズ

で
行
わ
れ
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
渋
面
の
少
女
が
壁
に
描
か

れ
た
大
き
な
絵
で
あ
る
「
奈
良

の
ナ
イ
フ
・
バ
ッ
ク
・
バ
ッ

ク
」
（
２
０
０
０
年
）
が
２
４

９
０
万
ド
ル
（
約
27
億
円
）
で

落
札
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
バ

ー
の
落
書
き
は
５
０
０
万
ド
ル

の
価
値
が
あ
る
と
言
う
ア
ー
ト

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
い
る
。

落
書
き
は
ア
ベ
ニ
ュ
ー
Ａ
と

７
丁
目
の
角
に
あ
る
バ
ー
「
ナ

イ
ア
ガ
ラ
」
に
描
か
れ
た
も
の
。

奈
良
は
２
０
０
９
年
に
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
う

個
展
の
準
備
を
終
え
て
行
き
つ

け
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
に
飲
み
に
行

っ
た
際
に
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
湧
き
壁
に
フ
ェ
ル
ト
ペ

ン
で
直
接
絵
を
描
き
、
署
名
と

日
付
も
入
れ
た
。
そ
の
後
、
地

下
鉄
ホ
ー
ム
の
壁
に
も
描
い
て

警
官
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
一

晩
拘
留
さ
れ
た
の
ち
釈
放
さ

れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
は
参
加
で
き
た
。
地

下
鉄
の
落
書
き
は
消
さ
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
落

書
き
は
バ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
が
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
透
明
ス
ク
リ
ー

ン
で
保
護
し
、
現
在
も
そ
の
ま

ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

壁
画
は
縦
90
セ
ン
チ
、
横
は

２
・
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
少

年
少
女
５
人
ほ
ど
が
ギ
タ
ー
や

ド
ラ
ム
を
演
奏
す
る
姿
が
描
か

れ
て
い
る
。
バ
ス
ル
ー
ム
の
近

く
に
も
３
つ
の
独
立
し
た
作
品

が
描
か
れ
て
い
る
。
小
さ
な
反

逆
者
の
少
女
、
パ
ン
ク
ロ
ッ
ク
、

吹
き
出
し
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ

る
彼
の
モ
チ
ー
フ
が
す
べ
て
含

ま
れ
て
い
る
。

吹
き
出
し
に
は
日
本
語
と
英

語
の
混
ざ
っ
た
「
「
め
ち
ゃ

G
ood

や
ん
け
」
が
あ
り
、
パ

ン
ク
バ
ン
ド
、
ラ
モ
ー
ン
ズ
の

曲
の
「B

litzkrieg
B

op

」
の

出
だ
し
「H

ey
h

o, L
et's

go!

」
を
叫
ん
で
い
る
少
女
な

ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
バ
ス
ル

ー
ム
近
く
の
作
品
は
「H

ey
N

Y
C

are
y

ou
h

appy
?

」

と
リ
ー
ド
シ
ン
ガ
ー
と
思
し
き

少
女
が
語
り
か
け
、
観
客
は
書

か
れ
て
い
な
い
が
「Y

eah!!

」

と
い
う
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。バ

ー
の
値
段
よ
り
高
い
と
い

う
わ
け
で
、
「
バ
ー
を
買
い
取

る
べ
き
だ
」
と
の
声
も
出
て
い

る
ほ
ど
だ
が
、
バ
ー
の
所
有
者

は
コ
メ
ン
ト
は
し
て
い
な
い
。

バ
ン
ク
シ
ー
な
ど
の
ス
ト
リ

ー
ト
ア
ー
ト
作
品
が
取
り
外
さ

れ
て
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
ら
れ

た
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
１
９
９

０
年
代
か
ら
奈
良
の
代
理
人
を

務
め
て
い
る
テ
ィ
ム
・
ブ
ル
ー

ム
氏
は
「
奈
良
は
こ
う
し
た
こ

と
に
ま
っ
た
く
興
味
は
持
っ
て

い
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

バーの落書き数億円
イーストビレッジの店内の壁

奈
良
美
智
が
来
店

個
展
準
備
の
帰
り

店
の
値
段
よ
り
も
高
く

めっちゃGOODやんけ、ええやんの吹き出しがある奈良美智の落書き

今
年
は
11
月
３
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
、

日
本
か
ら
新
婚
旅
行
を
か
ね

て
参
加
す
る
視
覚
障
害
を
持

つ
カ
ッ
プ
ル
が
い
る
。

新
郎
は
神
奈
川
県
出
身
の

金
子
元
輝
さ
ん
、
新
婦
は
埼

玉
県
出
身
の
國
井
康
世
さ
ん
。

２
人
は
網
膜
色
素
変
性
症
は

先
天
性
の
病
気
で
、
病
気
が

分
か
っ
た
の
は
金
子
さ
ん
が

21
歳
、
國
井
さ
ん
は
25
歳
く

ら
い
の
頃

だ

っ

た

。

現
在
は
弱

視
（
中
心

視

野

の

み
）
で
パ

ソ
コ
ン
な

ど
は
音
声

入
力
を
頼

り
と
し
て
生
活
し
て
い
る
。

２
人
は
代
々
木
公
園
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て

知
り
合
い
、
10
月
５
日
に
挙

式
、
29
日
に
入
籍
し
て
新
婚

旅
行
と
し
て
同
マ
ラ
ソ
ン
に

出
場
す
る
。

今
年
の
日
本
か
ら
の
障
害

者
ラ
ン
ナ
ー
「
ア
キ
レ
ス
日

本
チ
ー
ム
」
は
、
走
者
６
人

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
伴
走

者
が
日
本
か
ら
７
人
、
現
地

か
ら
８
人
が
加
わ
る
。
國
井

さ
ん
は
「
結
婚
式
準
備
な
ど

で
慌
た
だ
し
く
練
習
不
足
で

す
が
、
最
後
ま
で
笑
顔
で
走

り
き
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
る
。
（
写
真
は
国

井
さ
ん
提
供
）
　

沖
縄
県
の
辺
野
古
新
基
地

建
設
に
向
け
て
の
埋
め
立
て

工
事
が
進
む
な
か
、
22
日
昼
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館

前
で
日
米
市
民
有
志
が
集
ま

り
、
抗
議
行
動
を
行
っ
た
。

同
行
動
は
、
沖
縄
の
安
和

桟
橋
で
21
日
か
ら
25
日
に

「
連
続
５
日
大
行
動
」
と
題
し

た
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
呼
応
し
た
も
の
で
、
ベ

テ
ラ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ピ
ー
ス
の

退
役
軍
人
メ
ン
バ
ー
や
市
民

有
志
ら
約
10
人
が
集
ま
り
、

沖
縄
の
音
楽
や
舞
踊
を
披
露

し
な
が
ら
、
「
大
浦
湾
は
地
球

の
宝
」
「
ジ
ュ
ゴ
ン
を
救
え
」

「
米
軍
基
地
反
対
」
な
ど
と
掛

れ
た
ボ
ー
ド
を
持
っ
た
り
、

ビ
ラ
を
配
っ
た
り
し
て
、
通

行
人
に
同
問
題
へ
の
関
心
を

呼
び
か
け
た
。
　

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
yse

ika
tsu

.co
m

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
12
日
午
前

７
時
頃
、
銃
撃
事
件
が
あ
り
、

４
人
が
死
亡
、
３
人
が
負
傷
し

た
。
現
場
は
ク
ラ
ウ
ン
ハ
イ
ツ

の
ウ
チ
カ
街
74
番
地
に
あ
る
タ

ウ
ン
ハ
ウ
ス
の
１
階
で
、
通
報

を
受
け
て
警
察
が
駆
け
つ
け

た
。
社
交
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て
い

る
が
、
中
で
は
違
法
の
賭
博
が

行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

銃
撃
に
あ
っ
た
の
は
32
歳
か

ら
49
歳
ま
で
で
、
死
亡
し
た
４

人
は
皆
男
性
だ
っ
た
。
負
傷
し

た
の
は
別
の
男
性
２
人
と
女
性

一
人
で
、
３
人
は
命
に
別
状
は

な
く
病
院
で
治
療
を
受
け
た
。

こ
の
ほ
か
銃
撃
か
ら
逃
げ
よ
う

と
し
て
１
人
が
足
に
ケ
ガ
を
し

て
治
療
を
受
け
た
。

賭
博
場
に
は
当
日
、
15
人
ほ

ど
い
て
カ
ー
ド
や
サ
イ
コ
ロ
の

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
。
酒
を
飲

ん
で
い
る
者
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
拳
銃
２
丁
が
回
収
さ
れ
、

少
な
く
と
も
15
発
は
発
射
さ
れ

た
と
み
ら
れ
る
が
、
容
疑
者
は

特
定
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
場

で
の
逮
捕
者
は
出
て
い
な
い
。

警
察
は
ギ
ャ
ン
グ
が
起
こ
し
た

も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る

が
、
賭
博
を
巡
る
喧
嘩
や
強
盗

行
為
な
の
か
な
ど
、
銃
撃
の
動

機
に
つ
い
て
は
断
定
を
避
け
て

い
る
。

近
隣
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
こ

の
社
交
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
ま
で
近

所
か
ら
の
苦
情
な
ど
は
な
く
、

小
さ
な
溜
ま
り
場
で
し
か
な
い

と
い
う
。

治
安
が
良
く
な
っ
た
と
言
わ

れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
が
、
こ

の
事
件
の
１
週
前
の
５
日
に
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
で
男
が
ホ
ー
ム
レ
ス
４
人
を

鉄
パ
イ
プ
で
殺
害
す
る
事
件
が

起
き
て
い
る
。

メトロポリタン交通局
（MTA）は16日、「アクセシビ
リティーラボ」と呼ばれる試
験運用をブルックリン地区の
ジェイ・ストリート-メトロテ
ック駅で開始すると発表し
た。
本試験の目的は、視覚、聴覚
などの障害者をはじめ、すべ
ての人にとって利用しやすい
駅を構築すること。

複数路線が交わる同駅に
おいて、点字標識に加え、歩

行時の音や触感の違いで行き
先や向きを認識できるテープ
ガイドウェイ、対話形式のタ
ッチマップ、複数の携帯電話
アプリなど、12以上の新機能
をテストする。また、エレベ
ーターやエスカレーターの利
用者には、停止情報や、停電
時の代替ルートマップも提供
される。
試験期間中、利用者からフ

ィードバックと各種機能の性
能や耐久性を評価し、12月31
日まで実施される。（帯）

辺
野
古
新
基
地
建
設
に
抗
議

日
米
市
民
10
人
が
図
書
館
前
で

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
銃
撃

男
女
７
人
死
傷

利用客に
優しい駅

MTAが地下鉄駅改革 視
覚
障
害
の
新
婚

さ
ん
Ｎ
Ｙ
シ
テ
ィ

ー
マ
ラ
ソ
ン
参
加

http://www.abps-us.org/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
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先
月
、
本
紙
で
８
月
14
日
に

U
.S

. 
D

ep
artm

en
t

of
H

om
elan

d
Secu

rity

（
Ｄ

Ｈ
Ｓ
＝
ア
メ
リ
カ
国
土
安
全
保

障
省
）
が
発
表
し
た
、
今
後
ビ

ザ
を
新
規
申
請
、
更
新
・
延
長

申
請
、
お
よ
び
永
住
権
の
申
請

に
関
し
て
の
新
し
い
規
則
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
続
編
を
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。
Ｄ
Ｈ
Ｓ
が
ビ
ザ
や
永

住
権
申
請
で
審
査
対
象
に
し
て

い
る
の
は
、
今
後
、
公
的
負

担
・
補
助
制
度
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
る
人
た
ち
も
含
ん
で
い

る
こ
と
で
す
。

公
的
負
担
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
基
準：

・
現
在
雇
用
さ
れ
て
い
な
い

か
、
雇
用
を
証
明
で
き
な
い
、

ま
た
は
将
来
の
雇
用
の
可
能
性

が
な
い
。

・
２
０
１
９
年
10
月
15
日
、
ま

た
は
そ
れ
以
降
に
ビ
ザ
申
請

（
新
規
・
更
新
・
延
長
を
含
む
）

ま
た
は
永
住
権
申
請
を
す
る
場

合
、
そ
の
申
請
日
か
ら
遡
っ
て

36
か
月
（
３
年
）
の
う
ち
、
12

か
月
分
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
を
含

む
公
的
補
助
を
受
け
た
。

・
長
期
の
医
療
処
置
や
入
院
な

ど
が
必
要
と
診
断
さ
れ
、
医
療

費
を
支
払
う
に
あ
た
り
、
メ
デ

ィ

ケ

イ

ド

や

P
atien

t
P

rotection
an

d
A

fford
ab

le
C

are
A

ct

（
別
名
オ
バ
マ
ケ
ア
）
の
も
と

で

州

の

H
ealth

care
E

xchange
(M

arketplace)

か
ら
保
険
に
加
入
・
購
入
し
た

公
的
保
険
で
は
な
く
、
個
人
ま

た
は
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
場
合
。

・
過
去
に
移
民
局
の
判
事
や
控

訴
審
査
会
で
公
的
負
担
が
あ
っ

た
と
判
断
さ
れ
た
り
、
退
去
処

分
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
判
明
し

た
場
合
。

公
的
補
助
を
受
け
る
可
能
性

が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
収
入
の

基
準：

・
ビ
ザ
や
永
住
権
申
請
に
あ
た

り
扶
養
援
助
な
ど
が
、
連
邦
の

貧
困
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
定
め
ら

れ
た
金
額
の
少
な
く
と
も
２
５

０
％
以
上
あ
る
場
合
。

・
就
労
し
て
お
り
、
そ
の
収
入

額
が
連
邦
の
貧
困
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
定
め
ら
れ
た
金
額
の
少
な

く
と
も
２
５
０
％
以
上
あ
る
場

合
。ア

メ
リ
カ
合
衆
国
保
険
福
祉

省
の
貧
困
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

は
、
上
の
表
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
ビ
ザ
申
請
で
必
要

や
永
住
権
申
請
に
は
、
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
記
載
さ
れ
た
２

５
０
％
以
上
を
満
た
す
収
入
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
10
月
４
日
に
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
、
永
住
権
申
請
者

は
個
人
で
の
健
康
保
険
加
入
を

条
件
と
す
る
大
統
領
声
明
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
上
記
の
Ｄ
Ｈ

Ｓ
の
規
則
の
う
ち
、
保
険
部
分

の
み
を
特
化
し
た
も
の
と
言
え

ま
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

ア
メ
リ
カ
の
公
的
扶
助
制
度
の
使
用
と

ビ
ザ
や
永
住
権
申
請
へ
の
影
響

２

加
藤
恵
子

ビ
ザ
永
住
権

審
査
の
現
状

貧困ガイドライン

Household Size Annually Monthly

（家族のサイズ） （年間） （月間）

Sponsor’s 100% 250% 250%

1 $12,490 $31,225 $2,602

2 $16,910 $42,275 $3,523

3 $21,330 $53,325 $4,444

4 $25,750 $64,375 $5,365

5 $30,170 $75,425 $6,285

6 $34,590 $86,475 $7,206

昨
年
秋
か
ら
在
米
日
本
大
使

館
の
杉
山
大
使
宛
に
、
国
民
年

金
に
対
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｐ
誤
適
用
是

正
の
取
り
組
み
促
進
と
早
期
解

決
、
並
び
に
交
渉
内
容
の
開
示

を
求
め
る
嘆
願
書
の
投
稿
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
度
、
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
を
講
演
で
訪
問
す
る
機

会
を
捉
え
杉
山
大
使
と
の
面
談

を
申
し
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
先

般
大
使
と
の
面
談
は
調
整
中
で

あ
る
も
の
の
、
担
当
の
吉
田
書

記
官
と
の
面
談
が
11
月
12
日

（
火
）
可
能
で
あ
る
旨
の
連
絡

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様

の
投
稿
の
成
果
で
あ
る
と
確
信

い
た
し
ま
す
。
今
回
の
面
談
を

通
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ａ
と
の
交
渉
の

現
状
、
問
題
点
、
今
後
の
展
開

等
種
々
伺
え
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は

会
談
が
早
期
解
決
に
向
け
て
有

益
な
も
の
と
な
る
た
め
、
賛
同

い
た
だ
け
る
方
は
、
私
の
Ｈ
Ｐ

（http://nenkinichikaw
a.o

rg

）

の

緊

急

報

告

＃

４

（2019/10/19

）
を
ご
参
照

い
た
だ
き
投
稿
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
ま
た
、
投
稿
を
周
り
の

皆
様
に
も
再
度
呼
び
掛
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
声
が
在
米
日
本
大
使
館

に
届
き
本
件
が
早
期
に
解
決
す

る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま

す
。

＊
Ｗ
Ｅ
Ｐ
と
は
、
米
国
社
会
保

障

局

（

Ｓ

Ｓ

Ａ=S
ocial

S
e

c
u

r
i

t
y

A
dm

in
istration

）
が
規
定

す
る
「
棚
ぼ
た
排
除
条
項
」

（

Ｗ

Ｅ

Ｐ

=W
in

d
fall

E
lim

in
ation

P
rov

ision

）

の
略
称
で
、
米
国
年
金
と
日
本

の
年
金
を
受
給
す
る
と
米
国
年

金
の
一
部
が
減
額
さ
れ
る
こ
と

を
規
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

国
民
年
金
は
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
対

象
外
で
す
。

（
市
川
俊
治
／
海
外
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
代
表
）

年
金
な
ん
で
も
相
談
室

海外年金相談センター

http://nenkinichikawa.org

E-Mail shunjiichikawa@gmail.com

〒162-0067

東京都新宿区富久町15番1-2711号

TEL&FAX 03-3226-3240

国
民
年
金
へ
の
実
質
減
額
是
正
に
向
け

米
国
大
使
館
で
の
面
談
決
定
。
　

さ
ら
な
る
投
稿
を
! !

モ
ン
マ
ス
大
学
は
こ
の
ほ

ど
、
米
国
人
の
今
年
の
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
に
対
す
る
意
識
調
査
の
結

果
を
公
表
し
た
。
Ｎ
Ｊ
州
ウ
エ

ス
ト
・
ロ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
チ
に

あ
る
同
大
学
は
今
年
９
月
、
成

人
１
１
６
１
人
を
対
象
に
電
話

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

「
今
年
は
子
ど
も
に
ト
リ
ッ

ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
に
行
か

せ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
は

70
％
が
「
行
か
せ
る
」
と
応
え

て
た
が
、
ほ
ぼ
全
員
の
95
％
が

「
大
人
の
同
伴
無
し
で
は
行
か

せ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

変
装
に
つ
い
て
は
「
す
る
」

が
成
人
回
答
者
の
29
％
、
う
ち

50
％
は
18
〜
34
歳
、
35
〜
54
歳

は
29
％
、
55
歳
以
上
は
10
％
で
、

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
変
装
の
一
部

と
し
て
白
人
が
肌
を
黒
く
塗
る

行
為
に
対
し
「
受
け
入
れ
る
」

は
白
人
が
30
％
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
は
28
％
、
黒
人
は
24
％
で
、

黒
人
回
答
者
の
25
％
は
「
変
装

の
対
象
が
黒
人
の
著
名
人
で
あ

っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」

と
応
え
て
い
る
。
ま
た
政
党
支

持
別
で
は
同
質
問
に
対
し
「
受

け
入
れ
る
」
と
し
た
の
は
白
人

の
共
和
党
支
持
者
は
41
％
、
白

人
民
主
党
支
持
者
は
19
％
だ
っ

た
。

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
米
国
日
本

人
医
師
会
協
力
の
も
と
11
月
６

日
（
水
）
午
後
６
時
か
ら
７
時

30
分
ま
で
、
マ
ク
ダ
ー
モ
ッ

ト
・
ウ
ィ
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
メ

リ
ー
（
マ
ジ
ソ
ン
街
３
４
０
番

地
、
43
丁
目
と
44
丁
目
の
間
）

で
Ｎ
Ｙ
州
の
２
０
２
０
年
度
用

医
療
保
険
に
つ
い
て
学
ぶ
無
料

の
「
オ
バ
マ
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
す
る
。

講
師
は
シ
ン
文
恵
（
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
、
井
口
愛

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
）
。
年
次
医
療
保
険

申
請
期
間
に
と
も
な
い
、
Ｎ
Ｙ

州
の
複
雑
な
保
険
シ
ス
テ
ム
や

種
類
、
申
請
・
更
新
方
法
に
つ

い
て
説
明
す
る
。
対
象
は
Ｎ
Ｙ

州
在
住
の
メ
デ
ィ
ケ
ア
購
入
資

格
が
な
い
人
。
質
疑
応
答
も
あ

る
。
定
員
は
先
着
20
人
。

入
場
無
料
。
ビ
ル
に
入
る
際

に
は
要
Ｉ
Ｄ
。
問
い
合
わ
せ
・

参
加
申
し
込
み
は
11
月
４
日

（
月
）
午
後
５
時
ま
で
に
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

（
内
線
１
番
）
、
ま
た
は
メ
ー
ル

fsingh@
jassi.org

ま
で
。

オ
バ
マ
ケ
ア

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
が
セ
ミ
ナ
ー

今年の

ハロウィン事情

モンマス大世論調査

https://peraichi.com/landing_pages/view/newyorkrashinga
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Ｒ
ビ
ザ
の
米
国
移
民
法
上
の

定
義
は
、
宗
教
的
な
立
場
で
活

動
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一

時
的
に
米
国
に
入
国
・
滞
在
す

る
個
人
の
た
め
の
ビ
ザ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
宗
教
活
動
家
と
は
、

正
規
の
非
営
利
宗
教
組
織
と
し

て
認
め
ら
れ
た
宗
教
団
体
の
一

員
で
あ
り
、
例
え
ば
宗
教
的
礼

拝
を
行
う
こ
と
を
公
認
さ
れ
た

職
務
を
果
た
す
人
を
い
い
ま

す
。
申
請
者
は
少
な
く
と
も
学

士
号
も
し
く
は
同
等
の
学
位
、

あ
る
い
は
宗
教
専
門
職
を
務
め

る
た
め
に
必
要
な
学
位
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。１

８
３
日
を
基
準
と
し
た
米

国
滞
在
日
数
よ
り
も
長
い
か
短

い
か
に
よ
っ
て
居
住
者
あ
る
い

は
非
居
住
者
に
な
り
ま
す
。
着

任
年
度
と
離
任
年
度
に
滞
在
日

数
が
少
な
い
た
め
非
居
住
者
に

な
る
場
合
が
あ
る
以
外
、
居
住

者
と
さ
れ
て
米
国
市
民
同
様
、

全
世
界
所
得
を
申
告
し
て
納
税

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
既
に

一
度
ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
で
税

金
の
対
象
と
な
っ
た
所
得
を
報

告R

ビ
ザ
保
持
者
は
、
Ｅ
ビ
ザ
、

Ｌ
ビ
ザ
な
ど
他
の
多
く
の
ビ
ザ

保
持
者
同
様
、
税
法
上
「
実
質

的
滞
在
条
件
」
が
適
用
さ
れ
、

す
る
こ
と
に
よ
り
二
重
課
税
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
外
国
税
額
控
除
の
適

用
に
よ
っ
て
二
重
課
税
の
回
避

が
達
成
で
き
ま
す
。
居
住
者
は

全
世
界
所
得
が
課
税
対
象
に
な

り
、
項
目
別
控
除
ま
た
は
概
算

額
控
除
の
ど
ち
ら
か
有
利
な
控

除
方
式
を
選
択
し
て
税
金
計
算

が
で
き
ま
す
。
非
居
住
者
は
米

国
源
泉
所
得
だ
け
が
課
税
対
象

に
な
っ
て
、
必
ず
項
目
別
控
除

方
式
を
適
用
し
て
税
金
計
算
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
大
島
襄
、
米
国
公
認
会
計
士
）

宗
教
活
動
家
Ｒ
ビ
ザ
と
税
金

738

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
11
月
８
日

（
金
）
午
後
４
時
か
ら
５
時
30

分
ま
で
日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁

目
１
４
５
番
地
）
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｉ
前
理
事
長
で
昨
年
12
月
24

日
に
91
歳
で
亡
く
な
っ
た
青
木

博
さ
ん
を
偲
ぶ
会
を
行
う
。
予

約
不
要
。

青
木
さ
ん
は
１
９
２
７
年
11

月
８
日
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学

経
済
学
部
を
卒
業
後
三
井
物
産

に
入
社
。
入
社
後
間
も
な
く
三

井
物
産
の
最
初
の
米
国
支
店
を

開
設
す
る
た
め
の
６
人
の
内
の

一
人
に
選
ば
れ
、
そ
の
任
務
の

準
備
と
し
企
業
派
遣
留
学
で
53

年
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
夏
期
講

座
参
加
。
そ
の
後
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
大
学
で
１
年
間
英
語
を
学

び
、
54
年
に
同
僚
と
共
に
三
井

物
産
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
支
店
を
開

設
。
同
じ
年
に
生
涯
の
伴
侶
と

な
る
山
隈
壽
子
さ
ん
と

出
会

い
55
年
に
結
婚
。
61
年
に
は
家

族
を
伴
っ
て
東
京
に
戻
り
三
井

物
産
で
の
仕
事
を
続
け
、
67
年

に
米
国
駐
在
で
三
井
物
産
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
支
店
の
木
材
・
パ
ル

プ
部
門
を
率
い
、
72
年
に
米
国

三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店

転
勤
。
82
年
に
三
井
リ
ー
ス
米

国
法
人
社
長
。
94
年
か
ら
２
０

１
８
年
ま
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
理
事

長
を
務
め
た
。

現
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
理
事
長
で
偲

ぶ
会
発
起
人
の
望
月
良
子
さ
ん

は
、
「
青
木
理
事
長
は
多
く
の

こ
と
を
達
成
し
、
成
功
し
た
実

業
家
で
し
た
が
、
そ
の
一
方
、

他
人
に
対
し
て
も
思
い
や
り
が

あ
り
、
親
切
で
寛
大
な
方
で
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
人

社
会
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

へ
の
多
大
な
貢
献
者
と
し
て
多

く
の
方
の
心
に
残
る
事
で
し
ょ

う
」
と
話
し
て
い
る
。

偲
ぶ
会
問
い
合
わ
せ
は
、
電

話
９
１
７
・
３
５
５
・
２
４
８

２
、
ま
た
はm

och
izu

k
i@

jassiboard.org

望
月
さ
ん

ま
で
。

青
木
博
さ
ん
偲
ぶ
会

日
本
ク
ラ
ブ
で
11
月
８
日

高
級
老
舗
百
貨
店
バ
ー
ニ
ー

ズ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
こ
の
ほ

ど
、
ナ
イ
ン
ウ
エ
ス
ト
な
ど
50

以
上
の
ブ
ラ
ン
ド
を
所
有
す
る

オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン

ズ
・
グ
ル
ー
プ
と
投
資
会
社

Ｂ
・
ラ
イ
リ
ー
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
に
資
産
を
売
却
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。
売
却
額
は
お

よ
そ
２
億
７
１
０
０
万
ド
ル

（
約
３
０
０
億
円
）
と
さ
れ
る

が
、
ほ
か
に
買
い
手
候
補
が
現

れ
た
場
合
は
10
月
24
日
に
競
売

が
実
施
さ
れ
る
予
定
。

バ
ー
ニ
ー
ズ
は
今
年
８
月
に

連
邦
破
産
法
11
条
（
日
本
の
民

事
再
生
法
に
相
当
）
申
請
を
行

い
、
全
米
22
店
舗
の
う
ち
15
店

舗
を
閉
店
、
現
在
７
店
舗
し
か

残
っ
て
い
な
い
。
バ
ー
ニ
ー
ズ

が
苦
境
に
陥
っ
た
の
は
ネ
ッ
ト

小
売
の
台
頭
と
と
も
に
賃
料
の

高
騰
が
あ
る
。
旗
艦
店
で
あ
る

マ
ジ
ソ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
店
は

同
社
の
収
益
の
３
分
の
１
を
占

め
て
い
る
が
、
昨
年
８
月
に
年

間
賃
貸
料
が
１
６
０
０
万
ド
ル

か
ら
３
０
０
０
万
ド
ル
に
増
加

し
一
気
に
苦
境
に
陥
っ
た
。
バ

ー
ニ
ー
ズ
は
７
店
舗
は
残
し
て

再
建
を
図
る
と
し
て
い
た
が
清

算
も
取
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。

今
回
の
合
意
で
清
算
は
免
れ

た
も
の
の
、
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
ブ
ラ
ン
ズ
・
グ
ル
ー
プ
は

望
ま
し
い
賃
貸
料
条
件
に
達
し

な
け
れ
ば
全
店
閉
鎖
す
る
。
バ

ー
ニ
ー
ズ
の
名
前
を
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
レ
ー
ベ
ル
や
シ
ョ
ッ
プ
名

な
ど
使
い
、
現
在
の
店
舗
は
閉

鎖
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

バ
ー
ニ
ー
ズ
全
店
閉
店

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
副
議
長
の
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ク
ラ
リ
ダ
氏
を
迎
え
た

昼
食
講
演
会
が
11
月
１
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
、
ジ
ャ
パ
ン
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
（
東
47
丁
目
３
３

３
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
ク

ラ
リ
ダ
副
議
長
が
現
在
の
世
界

経
済
の
動
向
、
米
国
経
済
と
金

融
政
策
に
つ
い
て
語
る
。
司
会

は
笠
間
宏
之
氏
（
米
国
み
ず
ほ

銀
行
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。
講
演
会

は

オ

ン

ラ

イ

ン

（w
w

w
.japansociety.org/

live

）
に
て
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
配

信
さ
れ
る
。

入
場
料
は
一
般
65
ド
ル
（
昼

食
・
講
演
）
、
20
ド
ル
（
講
演

の
み
）
。
法
人
会
員
は
無
料
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電

話
２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
０

８
、
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.japansociety.org/b

usiness-policy

を
参
照
。

米
国
経
済
と
金
融
政
策

Ｆ
Ｒ
Ｂ
副
議
長
が
講
演

米
老
舗
の
格
安
ス
テ
ー
キ
専

門
店
「
タ
ッ
ズ
・
ス
テ
ー
ク
ス
」

（
７
番
街
７
６
１
番
地
）
は
こ

の
ほ
ど
、
経
営
難
で
来
年
１
月
、

残
る
最
後
の
店
舗
を
閉
店
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。

１
９
５
７
年
創
業
当
時
は
、

肉
と
ポ
テ
ト
の
デ
ィ
ナ
ー
・
セ

ッ
ト
を
１
ド
ル
程
度
で
提
供

し
、
現
在
で
も
ラ
ン
チ
は
９
ド

ル
ほ
ど
と
手
頃
な
値
段
で
人
気

が
あ
っ
た
。
最
盛
期
に
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
８
店
を
含
む
全

28
店
舗
を
全
国
的
に
展
開
し
て

い
た
が
不
動
産
価
格
の
上
昇
で

採
算
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

老
舗
格
安
ス
テ
ー
キ
店

「
タ
ッ
ズ
」
最
後
の
店
閉
店

今、アメリカの犯罪捜査で大きな話題になっているのが、Genetic
Genealogyです。　GeneticはGene(遺伝子)の形容詞、Genealogy
は家系図（の研究）、つまり遺伝子分析によって作成される系図をも
とに、犯人を探す手法のことです。　発端は２０１８年に、迷宮入

りしていたカリフォルニア州のGolden Gate Killerと呼ばれる連続殺人犯が、この手法で特定
され逮捕に至ったことです。　

従来の警察の手法は、現場に残された犯人のDNAを、警察に蓄積されている検挙者のデー
タベースと照合するのに対し、Genetic Genealogyは、民間の家系図サービス（自分の祖先を
調べたり、親戚を探したりするサイト）に提供されているデータを捜査に使うのです。

Golden Gate Killer事件の解決以降、この手法を使った捜査で、７０以上の事件が解決した
そうです。警察関係者は、Genetic Genealogyがこれからの犯罪捜査の基本的な手段となるこ
とを期待しているようですが、当然ながらプライバシーに関する懸念が各方面から出ています。
重要事件の捜査とプライバシーの尊重、双方のバランスがどう取られるか、慎重に見極めねば
なりません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Genetic Genealogy
遺伝子ベースの家系図（による犯罪捜査）

【167】

米語
Watch

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w

w
.n

y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

F
e
d
e
ra

l
R

e
s
e
rv

e
P

h
o
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, 
B

ritt
L
e
c
k
m

a
n

米
疫
病
対
策
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
11
日
発
行
の

『
週
刊
疫
病
率
死
亡
率
報
告

（
Ｍ
Ｍ
Ｗ
Ｒ
）
』
で
、
ま
ん
延

す
る
電
子
タ
バ
コ
が
原
因
の

肺
疾
患
の
病
名
を
「
Ｅ
Ｖ
Ａ

Ｌ
Ｉ
（
Ｅ
タ
バ
コ
お
よ
び

V
ap

in
g

製

品

使

用

A
ssociated

L
u

n
g

Illness

）
」
と
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
と
今
月
８

日
時
点
で
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｉ
患

者
は
49
州
で
１
２
９
９
人
に

達
し
、
う
ち
21
州
で
26
人
が

死
亡
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
と

米
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

は
、
同
疾
患
の
原
因
と
な
る

製
品
や
原
料
は
特
定
し
て
い

な
い
が
、
80
％
以
上
は
大
麻

に
含
ま
れ
る
有
害
成
分
テ
ト

ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ビ
ノ
ー
ル

（
Ｔ
Ｈ
Ｃ
）
が
関
連
し
て
い
る

と
し
て
、
闇
取
引
さ
れ
て
い

る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
製
品
の
濃
縮
度
や

依
存
性
を
調
べ
て
い
る
。

電
子
タ
バ
コ
の
肺
疾
患

正
式
病
名
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｉ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
製
品
メ
ー
カ

ー
大
手
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ

ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
社
は
18

日
、
２
０
１
８
年
に
出
荷
し

た
ベ
ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
の
１
瓶

か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）

が
検
出
さ
れ
た
と
し
て
、
同

製
品
３
万
３
０
０
０
本
の
自

己
回
収
を
発
表
し
た
。
米
食

品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
に

よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
で
購
入
さ
れ
た
同
製
品

か
ら
、
０
・
０
０
０
０
２
％

と
微
量
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確

認
さ
れ
た
と
い
う
。
ロ
ッ
ト

番
号
と
し
て
「
２
２
３
１
８

Ｒ
Ｂ
」
と
記
載
さ
れ
た
商
品

を
持
っ
て
い
る
場
合
は
直
ち

に
使
用
を
止
め
、
同
社
に
全

額
返
金
を
申
し
出
る
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トfda.gov

を

参
照
す
る
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
＆
ジ
ョ
ン
ソ
ン

ベ
ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
回
収

ア
ス
ベ
ス
ト
混
入
か

https://michaeldunnlaw.com
http://www.terailaw.com
http://www.dipaolafinancial.com/
http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com
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米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

郊外の一戸建て住宅の多くには、裏庭やパティオ、サンデッキな
どがついていて、夏ならそこで週末のブランチや友人を呼んでバー
ベキューや茶会を楽しめ
る。直射日光を遮る引き
込み式のテントがあると

便利だ。ストライプの柄などにす
ると自宅の裏庭がニースやカンヌ
の避暑地みたい変身する。写真の
商品は電動式。価格 $1,408.95
商 品 名 ： Electr ic Luxury Semi-
Zassette Awning
詳細は　www.wayfair.com

日影が欲しい庭のデッキに

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
東
京
駅
と
も
言
わ
れ
る
グ
ラ
ン
ド
セ
ン

ト
ラ
ル
駅
。
東
京
駅
界
隈
は
、
丸
の
内
と
言
わ
れ
、
多
く
の

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
空
に
向
か
い
そ
び
え
立
っ
て
い
る
が
、
グ

ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
界
隈
は
、
多
く
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と

共
に
、
非
常
に
多
く
の
住
宅
ビ
ル
も
建
っ
て
い
る
不
思
議
な

地
域
と
な
っ
て
い
る
。

写
真
の
部
屋
は
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
徒
歩
３

分
と
い
う
好
立
地
に
位
置
し
て
い
る
新
築
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

で
、
現
在
は
賃
貸
に
出
さ
れ
て
い
る
２
寝
室
の
２
浴
室
。

最
近
の
建
築
は
、
ロ
ビ
ー
の
佇
ま
い
が
華
美
で
、
一
歩
踏

み
入
れ
る
と
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
ビ
ル
が
多
い
が
、
こ
こ
は

「
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
」
を
重
ん
じ
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

だ
。
室
内
に
は
洗
濯
・
乾
燥
機
、
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
も
完
備
さ

れ
て
お
り
、
重
厚
な
濃
茶
の
床
が
高
級
感
を
醸
し
出
す
。
バ

ス
タ
ブ
も
一
日
の
疲
れ
を
癒
す
に
は
十
分
な
深
さ
が
あ
り
、

日
本
人
に
う
れ
し
い
。

さ
ら
に
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
な
ら
で
は
の
絶
景
が
広
が
る
ル
ー

フ
ト
ッ
プ
が
あ
る
。
エ
ン
パ
イ
ヤ
が
輝
く
景
色
を
見
な
が
ら

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
な
ら
で
は
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
る
。

こ
の
建
物
を
南
下
し
て
歩
い
て
行
く
と
、
若
者
が
集
う
楽

し
い
バ
ー
や
美
味
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
も
多
い
。
徒
歩
圏
内
に

は
多
く
の
日
系
ス
ー
パ
ー
も
あ
り
、
と
に
も
か
く
に
も
生
活

に
は
便
利
な
地
域
だ
。
家
賃
は
６
５
０
０
ド
ル
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
不
動
産
会
社
を
通
し
て
ア
パ
ー
ト
を
借

り
る
と
、
前
家
賃
と
大
家
さ
ん
に
支
払
う
敷
金
の
ほ
か
に
、

不
動
産
手
数
料
が
年
間
家
賃
の
15
％
か
か
る
。
こ
の
部
屋
の

場
合
で
言
う
と
手
数
料
は
普
通
な
ら
１
万
１
７
０
０
ド
ル
だ

が
、
こ
の
物
件
を
所
有
す
る
不
動
産
会
社
の
管
理
物
件
の
た

め
、
不
動
産
手
数
料
が
無
料
と
い
う
の
も
魅
力
だ
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
　
２
１
２
・
６
６
１
・
１
１
１
１
、
井

上
さ
ん

（
写
真
提
供
・J.O

ne

不
動
産
）

LIVING in USA
オウニングというテント

王
道
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

界
隈
に
住
む
楽
し
さ
。

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
に
あ
る
ナ
ッ
ソ
ー
郡
北
西

に
位
置
す
る
人
口
１
万
５
９
０

０
人
の
町
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か

ら
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
は

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
が
34

丁
目
の
ペ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
出
て
お
り
、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン

ト
ン
が
終
点
駅
。
所
用
時
間
は

約
40
分
。
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ

デ
ィ
国
際
空
港
、
ラ
ガ
ー
デ
イ

ア
空
港
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
の

間
に
あ
る
た
め
、
航
空
、
運
輸
、

流
通
、
光
学
、
ハ
イ
テ
ク
関
連

企
業
に
勤
め
る
日
本
人
が
比
較

的
多
く
住
む
。
町
の
沿
革
は
１

６
７
４
年
に
開
か
れ
、
牧
畜
と

カ
キ
の
養
殖
が
盛
ん
だ
っ
た
。

20
世
紀
に
入
る
と
、
砂
、
砂
利

の
生
産
が
主
な
産
業
と
な
り
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
高
層
ビ
ル
の

90
％
は
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
産

の
砂
で
で
き
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
現
在
そ
の
元
採
掘
場
所
地

域
は
サ
ン
ズ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う

高
級
住
宅
地
に
な
っ
て
お
り
、

富
裕
層
が
多
く
住
ん
で
い
る
。

ロ
ー
カ
ル
沿
線
巡
り

風
光
明
媚
な
町

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

国
連
平
和
の
鐘
を
守
る
会

（
本
部
東
京
都
、
高
瀬
聖
子
代

表
）
が
今
年
５
月
に
日
本
で

出
版
し
た
日
米
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
絵
本
『
コ
イ
ン
で
つ
な
く

平
和
の
鐘
』
が
８
日
か
ら
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
地

下
に
あ
る
国
連
ブ
ッ
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
販
売
さ
れ
始
め
た
。

（
米
国
内
発
売
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
）
。

こ
の
本
は
、
日
本
が
国
連

に
加
盟
す
る
２
年
前
の
１
９

５
４
年
に
、
後
の
宇
和
島
市

長
と
な
る
中
川
千
代
治
さ
ん

が
、
パ
リ
の
国
連
会
議
場
で

各
国
大
使
や
外
交
官
た
ち
か

ら
集
め
た
コ
イ
ン
に
ロ
ー
マ

法
王
と
、
世
界
の
子
供
た
ち

か
ら
譲
り
受
け
た
コ
イ
ン
を

合
わ
せ
て
私
財
を
投
じ
て
作

っ
た
鐘
寄
贈
の
実
話
を
描
い

た
絵
本
で
、
絵
と
文
は
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
相
澤
る

つ
こ
さ
ん
が
手
掛
け
た
。

国
連
平
和
の
鐘
を
守
る
会

の
名
前
で
寄
贈
さ
れ
た
鐘
は
、

毎
年
９
月
の
国
連
総
会
初
日

に
国
連
事
務
総
長
が
突
く
の

が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
が
国
連
に
加
盟
し
て
60

周
年
と
な
る
記
念
の
年
で
も

あ
り
、
日
本
人
の
善
意
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
絵
本
を
通
し
て

紹
介
さ
れ
る
機
会
も
増
え
そ

う
だ
。
定
価
23
ド
ル
。

書
店
購
入
以
外
の
問
い
合

わ
せ
は
本
紙
・
電
話
２
１

２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
ま

で
。

『
平
和
の
鐘
』
絵
本

国
連
書
店
、
本
紙
通
信
販
売
で

日
本
の
国
連
加
盟
60
周
年
を
記
念

日
米
で
同
時
発
売
。
国
連
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
、
本
紙
・

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
通
信
販
売
で
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

発売中!
日米バイリンガル絵本

学校教材に

所蔵図書に

アメリカ滞在の思い出に

通信販売でのお求めは

電話: 212-213-6069
e-mail: info@nyseikatsu.com

米国内発売元

ニューヨーク生活プレス社

販売定価 US$23.00

（送料別）

https://interiordesigncrafted.com/
http://kiku-ny.com
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http://www.sumitomo-ny.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.taichirealty.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://brooklyntime.net
https://www.redacinc.com/
https://www.suhakobi.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
在
住
の

日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
展
覧

会
「
新
し
い
展
望
」
が
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ

ー
グ
に
あ
る
Ｗ
Ａ
Ｈ
セ
ン
タ
ー

（
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
ア

ー
ト
＆
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
）
で
26
日
（
土
）
か
ら
同
館

開
館
23
周
年
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ビ
ッ
グ
ア

ッ
プ
ル
の
創
造
性
を
吸
収
し
た

参
加
作
家
65
人
、
１
１
０
点
の

作
品
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
テ
キ

ス
タ
イ
ル
、
ビ
デ
オ
、
セ
ラ
ミ

ッ
ク
、
ブ
ッ
ク
ア
ー
ト
、
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
多
才

な
展
示
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
は
26
日
午
後
４
時
か

ら
６
時
。
開
廊
時
間
は
、
木
曜

日
か
ら
日
曜
日
ま
で
正
午
か
ら

午
後
５
時
。
展
覧
会
は
12
月
29

日
ま
で
。
住
所
は
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
１
３
５

番
地
。
地
下
鉄
Ｊ
線M

arcy
A

V

下

車

、

ま

た

は

Ｌ

線

B
edford

A
V

駅
下
車
。
電
話

７
１
８
・
４
８
６
・
６
０
１
２

ま
た
は
７
１
８
・
４
８
６
・
７

３
７
２
。

日
本
伝
統
の
友
禅
染
の
技

法
と
精
神
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
、
よ
り
広
く
現
代
の
生
活

に
調
和
し
た
あ
り
方
を
追
求

今
年
、
デ
ビ
ュ
ー
30
周
年

を
迎
え
た
東
京
ス
カ
パ
ラ
ダ

イ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
22
日

夜
、
ソ
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。
代
表

曲
の
「P

aradise H
as N

o
B

o
rd

er

」

や

「

水

琴

窟

-
SU

IK
IN

K
U

T
SU

- 

」
な
ど
、

１
時
間
半
に
及
ぶ
ス
テ
ー
ジ

で
会
場
を
熱
気
の
渦
に
巻
き

込
ん
だ
。
観
客
の
大
声
援
を

受
け
メ
ン
バ
ー
は
、
「
今
後
は

毎
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ

て
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
は
２
０
１

４
年
以
来
５
年
ぶ
り
。

（
鈴
木
奈
緒
、
写
真
も
）

陶
芸
友
の
会
が
主
催
す
る
第

18
回
「
東
京
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

友
好
陶
芸
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
11

月
13
日
（
水
）
か
ら
19
日
（
火
）

ま
で
、
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西

57
丁
目
１
４
５
番
地
）
で
開
催

さ
れ
る
。
（
後
援：

東
京
都
、

全
日
空
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
国
総
領
事
館
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
商
工
会
議
所
な
ど
）

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
東
京
都
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
に
よ
る
草

の
根
レ
ベ
ル
の
交
流
を
目
的
と

し
て
１
９
９
６
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
日
米
の
文
化
の
架
け
橋
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。
作
品
の
審

査
員
は
大
樋
年
雄
氏
（
金
沢
大

学
客
員
教
授
、
大
樋
焼
本
家
十

代
目
長
左
衛
門
窯
／
大
樋
美
術

館
館
長
）
、
土
肥
信
一
氏
（
元

コ
ン
サ
ベ
ー
タ
ー
、
メ
ト
ロ
ポ

リ

タ

ン

美

術

館

）
、C

o
ra

R
osevear

氏
（
元
副
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
、M

oM
A

）
、
村
瀬
実

恵
子
氏
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名

誉
教
授
、
元
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
東
洋
部
特
別
顧
問
）
の

予
定
。
最
優
秀
賞
に
は
全
日
空

か
ら
東
京
〜
Ｎ
Ｙ
往
復
航
空
券

の
ほ
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彩
花
か
ら

賞
金
５
０
０
ド
ル
と
楯
、
２
・

３
位
の
各
１
人
、
お
よ
び
佳
作

３
人
に
楯
が
進
呈
さ
れ
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
が
午
前
10
時
か
ら
午
後

６
時
、
土
曜
は
午
後
５
時
ま
で
。

日
曜
休
廊
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
５
８
１
・
２
２
２

３
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.n

ippon
clu

b.org

を
参
照

2018年第17回陶芸コンテスト最優秀賞
Aoi Kimura (Tokyo), 「Passion」

第18回東京NY友好陶芸
コンテスト日本クラブで
11月13日から19日まで

し
て
い
る
伝
統
工
芸
士
、
川

原
栄
次
・
か
な
よ
夫
妻
が
25

日
（
金
）
〜
31
日
（
木
）
、
日

本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁
目
１
４

５
番
地
）
７
階
、
日
本
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
「
大
山
友
禅
染
作

品
展
〜
心
を
染
め
て
〜IN

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
２
０
１
９
」
展

を
開
催
す
る
。

自
然
の
草
木
や
花
、
四
季

の
移
り
変
わ
り
、
心
に
浮
か

ぶ
イ
メ
ー
ジ
を
モ
チ
ー
フ
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
で

染
め
上
げ
た
着
物
や
草
履
、

ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
を
展
示
予

定
。川

原
夫
妻
は
鳥
取
県
の
郷

土
工
芸
品
で
あ
り
、
２
０
０

９

年

に

経

済

産

業

省

よ

り

「
地
域
資
源
」
に
認
定
さ
れ
た

「
大
山
友
禅
染
」
を
長
年
制
作
。

ア
シ
ッ
ク
ス
・
オ
ニ
ツ
カ
タ

イ
ガ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
誕
生
し
た
ス
ニ

ー
カ
ー
は
、
丁
寧
な
手
法
で

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
一
見

の
価
値
あ
り
。

東京スカパラ
NYで炸裂

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｗ
Ａ
Ｈ
セ
ン
タ
ー

日
本
人
作
家

65
人
が
「
新
し
い
展
望
」
展

友禅染の技術と
精神が現代調和

日本ギャラリー

https://america-keitai.com/
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ローカル

スクランブル

Brooklyn

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
日
本
文
化

紹
介
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｊ
コ
ラ
ボ
（3

0
0

 7
th

S
t

）

は
12
月
５
日
（
木
）
か
ら
22
日

（
日
）
ま
で
、
作
品
展
示
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
機
会
を
提
供

す
る
年
次
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ
展

を
開
催
、
参
加
作
品
を
11
月
15

日
（
金
）
ま
で
募
集
し
て
い
る
。

会
期
中
に
は
参
加
作
家
ら
に

よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
展
示
作

品
を
作
家
と
歓
談
し
な
が
ら
鑑

賞
で
き
る
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
や
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

催
さ
れ
る
。

出
展
者
の
中
で
高
い
評
価
を

得
た
作
家
に
は
、
日
本
〜
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
往
復
航
空
券
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
２
週
間
個
展
を
開

催
す
る
権
利
を
贈
る
「
金
賞
」
、

２
週
間
の
個
展
開
催
権
を
贈
る

「
銀
賞
」
、
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会

へ
の
無
料
参
加
権
を
贈
る
「
ブ

ロ
ン
ズ
プ
ラ
イ
ズ
」
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。

出
展
料
は
３
０
０
ド
ル
。
出

展
希
望
者
は
件
名
を
「
グ
ル
ー

プ
展
参
加
申
し
込
み
」
と
明
記

し

Ｅ

メ

ー

ル

jcollabo.in
fo@

gm
ail.com

ま
で
申
し
込
む
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.

j
-

collabo.org
/artists-pro-

gram
-2

を
参
照
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
最
大
の
日
本
文
化

発
信
拠
点
の
Ｊ
コ
ラ
ボ
で

年
次
ア
ー
ト
展
12
月
５
日
か
ら

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
Ｕ
Ｈ
Ｈ
Ｍ
）
」
が
、
ヤ
ン
キ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
の
西
、
１
４
９
丁

目
に
誕
生
す
る
。

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ブ
ー
ム
初
期

の
ラ
ッ
プ
ス
タ
ー
、
カ
ー
テ
ィ

ス
・
ブ
ロ
ウ
氏
と
、
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
レ
ー
ベ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
、

ロ
ッ
キ
ー
・
ブ
キ
ャ
ー
ノ
氏
が

長
年
構
想
を
温
め
て
い
た
も
の

で
、
２
０
１
７
年
初
頭
に
正
式

決
定
し
今
年
12
月
か
ら
工
事
が

始
ま
る
。
初
期
資
金
は
Ｎ
Ｙ
市

と
Ｎ
Ｙ
州
か
ら
合
わ
せ
て
２
０

０
０
万
ド
ル
（
約
21
億
円
）
を

調
達
、
残
り
は
個
人
や
法
人
の

投
資
で
ま
か
な
う
。
ヒ
ッ
プ
ホ

ッ
プ
グ
ル
ー
プ
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
エ
ネ
ミ
ー
の
チ
ャ
ッ
ク
Ｄ

や
、
ナ
ズ
、
ア
イ
ス
Ｔ
、
Ｄ
Ｊ

ク
ー
ル
・
ハ
ー
ク
な
ど
、
業
界

の
重
鎮
と
言
わ
れ
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
が
セ
レ
ブ
代
表
と
し

て
名
を
連
ね
て
い
る
。

開
館
予
定
は
２
０
２
３
年
だ

が
、
早
く
も
「
Ｎ
Ｙ
で
最
も
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
に
な
る
と
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
　

１
９
８
０
年
、
ラ
ッ
プ
ソ
ン

グ
と
し
て
初
め
て
ゴ
ー
ル
ド
デ

ィ
ス
ク
に
輝
い
た
、
カ
ー
テ
ィ

ス
・
ブ
ロ
ウ
の
「
ザ
・
ブ
レ
イ

ク
ス
」
の
額
入
り
レ
コ
ー
ド
を

は
じ
め
、
ス
ヌ
ー
プ
・
ド
ッ
グ

が
「
ジ
ン
＆
ジ
ュ
ー
ス
」
の
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
で
使
っ
た

自
転
車
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
予

定
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
ス
ポ

ン
サ
ー
と
し
て
参
入
し
て
お

り
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
歴
史
を
分
か

り
や
す
く
紹
介
す
る
。
米
国
以

外
の
国
際
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
す
る
。
日
本
の

Ｍ
Ｃ
（
ラ
ッ
パ
ー
）
や
Ｄ
Ｊ
、

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
ブ
レ
イ
カ
ー
な
ど
の
展
示

物
も
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｕ
Ｈ
Ｈ
Ｍ
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
伊
藤
弥
住
子

氏
が
就
任
し
て
い
る
。

同
館
完
成
に
先
駆
け
、
12
月

２
日
（
月
）
、
予
定
地
近
く
の

ブ
ロ
ン
ク
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

マ

ー

ケ

ッ

ト

（

6
1

0
E

xterior
St

）
。
に
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
が
お
目
見
え
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト
w

w
w

.uhhm
.org

を
参
照
。

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
博
物
館

ブ
ロ
ン
ク
ス
に
誕
生
へ

構
想
を
温
め
て
き
た
ロ
ッ
キ
ー
・
ブ
キ

ャ
ー
ノ
氏

http://www.myeventusa.com/
http://www.jwsnj.org/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
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ＰＣからでもスマホ、タブレットからでも！

ウェブアドレスが記入されている広告からリンクで広告主サイトに飛ぶことが可能です。

新聞の常識に留まらない、進化した新聞「週刊ＮＹ生活デジタル版」を是非ご覧下さい。

www.nyseikatsu.com

https://www.iace-usa.com
https://artofhaiku.org/
https://online.citi.com/US/JRS/portal/template_lo.do?ID=mortgage_home_lo&client_type=LO&client_id=685473
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Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会

議
）
京
都
大
会
の
三
日
目
は
、

写
真
家
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
サ

ル
ガ
ド
氏
に
よ
る
基
調
講
演

「A
B

razilian
A

m
azon

Forest
Initiative

）
」
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。
ア
マ
ゾ
ン
の
熱

帯
雨
林
が
急
速
に
失
わ
れ
て
い

る
問
題
を
追
い
続
け
る
サ
ル
ガ

ド
氏
は
、
半
世
紀
以
上
も
前
か

ら
熱
帯
雨
林
の
破
壊
が
進
ん
で

い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
素
晴

ら
し
い
写
真
の
数
々
を
投
影
し

つ
つ
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

だ
け
で
な
く
、
行
動
に
移
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。
博
物
館
は
問
題
提
起
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
諸

制
度
を
民
主
的
に
解
決
す
る
た

め
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主

張
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

続
い
て
の
プ
レ
ナ
リ
ー
・
セ

ッ
シ
ョ
ン
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
博
物
館

定
義
の
再
考
」
は
、
今
大
会
最

も
注
目
さ
れ
た
会
合
で
す
。
日

本
は
博
物
館
法
で
「
博
物
館
」

の
定
義
を
し
て
い
ま
す
が
、
世

界
的
に
は
少
数
派
で
、
多
く
の

国
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
規
約
で
定
め
た

「M
useum

」
の
定
義
が
国
際

的
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い

ま
す
。
近
年
、
博
物
館
の
目
的
、

方
針
や
活
動
は
、
時
代
に
合
わ

せ
て
変
化
し
再
編
さ
れ
て
き
て

お
り
、
現
在
の
定
義
で
は
も
は

や
、
博
物
館
の
抱
え
る
課
題
や

多
様
な
ビ
ジ
ョ
ン
、
責
任
を
十

分
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点

か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
で
は
、
２
０

１
７
年
１
月
に
Ｍ
Ｄ
Ｐ
Ｐ
（
博

物
館
の
定
義
、
見
通
し
と
可
能

性
に
関
す
る
委
員
会
）
を
設
置

し
、
各
国
際
委
員
会
や
国
内
委

員
会
で
い
く
つ
か
の
共
通
の
議

題
を
も
と
に
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
（
円
卓
会
議
）
を
行
う
よ
う

呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
を
集
約
し
て
２
０
１
８
年

12
月
に
「
提
言
と
報
告
」
を
執

行
役
員
会
に
提
出
し
、
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
て
19
年
５
月
20
日
を

期
限
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
広

く
意
見
を
求
め
、
２
６
９
の
意

見
が
集
ま
り
、
大
会
６
週
間
前

の
７
月
中
旬
新
た
な
定
義
案
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

規
約
の
定
義
は
、
１
９
４
６
年

に
制
定
さ
れ
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
憲

章
（IC

O
M

C
onstitution

）
」

以
降
、
こ
れ
ま
で
７
回
に
わ
た

っ
て
改
正
が
な
さ
れ
て
お
り
、

現
行
の
定
義
は
07
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
ウ
ィ
ー
ン
大
会
で
改
正
さ
れ

た
も
の
で
す
。
そ
の
骨
格
は
１

９
７
４
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
大
会
で
改
正
し
た
も

の
で
、
そ
れ
以
降
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
対
象
に
多
様
な
館
種
等

を
追
加
し
た
り
、
文
言
を
整
理

す
る
な
ど
の
一
部
改
正
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
回
提
示
さ
れ
た
新
た
な
定
義

案
は
、
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

と
ど
ま
ら
な
い
大
き
な
変
更
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
発
表
直
後

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す

る
国
際
委
員
会
や
国
内
委
員
会

等
に
お
い
て
、
概
念
的
に
過
ぎ
、

使
い
慣
れ
な
い
用
語
を
使
っ
て

い
る
こ
と
や
、
短
期
間
で
は
各

委
員
会
で
議
論
す
る
時
間
が
な

く
採
決
の
延
期
を
求
め
る
意
見

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

プ
レ
ナ
リ
ー
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
Ｍ
Ｄ

Ｐ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
の
発
表
に
続
い

て
、
投
票
延
期
を
呼
び
か
け
て

い
る
側
の
代
表
も
発
言
し
、
投

票
の
延
期
を
す
る
よ
う
呼
び
か

け
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
に
行

わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
継
続

的
に
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
収
束
に
向
か
う
こ
と
な
く
、

最
終
日
の
臨
時
総
会
で
の
採
決

を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第330回

ICOM京都大会

開催（その6）

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
中
心
部
か
ら

車
で
１
時
間
15
分
、
農
場
や
花

畑
、
牧
場
、
野
菜
ス
タ
ン
ド
が

並
ぶ
の
ど
か
な
町
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト

に
、
上
野
英
三
郎
博
士
と
ハ
チ

公
像
が
あ
る
。
そ
う
、
あ
の
渋

谷
駅
で
大
好
き
な
ご
主
人
の
帰

り
を
待
ち
続
け
た
忠
犬
ハ
チ
公

の
像
で
あ
る
。

ハ
チ
公
没
後
80
周
年
に
当
た

る
２
０
１
５
年
３
月
８
日
に
、

上
野
博
士
が
教
授
を
つ
と
め
た

東
京
大
学
弥
生
キ
ャ
ン
パ
ス

に
、
博
士
と
ハ
チ
公
が
抱
き
合

っ
て
喜
ぶ
銅
像
が
建
て
ら
れ

た
。
こ
の
像
の
唯
一
の
複
製
が
、

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
の
ペ
ッ
ト
公

園
墓
地
「
ア
ベ
イ
・
グ
レ
ン
・

ペ
ッ
ト
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
パ
ー

ク(

以
下
、
ア
ベ
イ
・
グ
レ
ン

に
略)

」
に
あ
る
。
私
は
、
銅

像
を
ア
メ
リ
カ
に
建
て
る
際
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た
。

そ
の
い
き
さ
つ
や
、
ハ
チ
公
像

の
あ
る
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
を
ご

紹
介
し
た
い
。

ア
ベ
イ
・
グ
レ
ン
は
、
４
０

年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
ペ
ッ
ト

墓
地
で
、
広
大
な
敷
地
に
は
花

や
、
彫
刻
、
ガ
ゼ
ー
ボ
が
配
さ

れ
て
い
る
。
私
有
地
だ
が
一
般

公
開
さ
れ
て
い
て
、
近
所
の
人

の
憩
い
の
場
所
と
し
て
親
し
ま

れ
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
関
係
の
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
。

東
大
の
銅
像
が
公
開
さ
れ
て

ま
も
な
く
、
東
大
の
「
上
野
博

士
と
ハ
チ
公
像
を
作
る
会
」
の

塩
沢
昌
教
授
か
ら
「
『
銅
像
の

複
製
を
立
て
た
い
』
と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
で
、
調

べ
て
も
ら
え
ま
す
か
？
」
と
い

う
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
現

地
に
行
っ
て
、
オ
ー
ナ
ー
の
デ

レ
ク
・
ク
ッ
ク
さ
ん
に
お
会
い

す
る
と
、
「
あ
の
銅
像
を
見
て

心
か
ら
感
動
し
た
。
ぜ
ひ
複
製

を
こ
こ
に
立
て
た
い
。
墓
地
に

来
る
人
が
癒
さ
れ
て
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
る
よ
う
に
」
と
い
う

お
話
だ
っ
た
。
デ
レ
ク
さ
ん
は

ハ
チ
公
の
大
フ
ァ
ン
で
、
ハ
チ

公
の
話
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
た
。

最
初
は
、
東
大
側
に
「
博
士

に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
に
ひ
と

つ
あ
る
だ
け
が
い
い
の
で
は
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
交

渉
を
続
け
る
う
ち
に
、
「
ア
メ

リ
カ
に
住
む
人
に
も
『
上
野
博

士
と
ハ
チ
公
像
』
を
見
て
ハ
チ

公
の
話
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば

素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
結
論
に

達
し
、
め
で
た
く
複
製
制
作
の

許
可
が
お
り
た
。
そ
し
て
、
彫

刻
家
の
植
田
努
氏
が
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
と
同
じ
型
を
使
っ
て
富
山

で
制
作
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
ま
で
運
ば
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。デ

レ
ク
さ
ん
、
弟
の
ケ
ビ
ン

さ
ん
の
兄
弟
は
、
こ
の
銅
像
を

ペ
ッ
ト
霊
園
の
シ
ン
ボ
ル
に
し

た
い
と
考
え
、
メ
イ
ン
オ
フ
ィ

ス
の
前
に
設
置
し
た
。
銅
像
の

下
は
木
製
の
床
に
し
て
、
後
ろ

に
は
昔
の
線
路
、
横
に
は
１
９

３
０
年
代
の
街
灯
を
設
置
し

て
、
駅
の
前
で
上
野
博
士
と
ハ

チ
公
が
出
会
っ
て
い
る
よ
う
な

雰
囲
気
を
作
り
上
げ
た
。

２
０
１
６
年
10
月
９
日
に
除

幕
式
が
行
わ
れ
、
高
橋
礼
一
郎

前
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
・
大

使
と
雅
子
夫
人
、
秋
田
犬
専
門

の
レ
ス
キ
ュ
ー
団
体
（B

ig
E

ast
A

kita
R

escue

）
代
表

の
ジ
ョ
ア
ン
・
ダ
イ
モ
ン
氏
、

K
9 

フ
ァ
ー
ス
ト
・
レ
ス
ポ
ン

ダ
ー
ズ
（
災
害
や
事
故
犠
牲
者

の
た
め
の
セ
ラ
ピ
ー
犬
団
体
）

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ブ
ラ
ッ
ド
・

コ
ー
ル
氏
が
参
加
し
た
。
１
５

０
名
ほ
ど
の
参
加
者
に
加
え

て
、
30
頭
の
犬
（
う
ち
20
頭
は

秋
田
犬
）
も
参
加
し
て
、
人
と

犬
が
一
緒
に
楽
し
む
微
笑
ま
し

い
式
典
だ
っ
た
。

現
在
も
、
近
所
の
人
や
犬
好

き
の
人
が
毎
日
の
よ
う
に
銅
像

を
見
に
来
る
が
、
ぜ
ひ
日
本
人

も
訪
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
ハ

チ
公
は
、
国
や
人
種
を
超
え
て
、

世
界
に
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届

け
て
い
る
。
上
野
博
士
と
ハ
チ

公
が
見
つ
め
あ
っ
て
喜
ん
で
い

る
銅
像
を
見
る
と
、
誰
も
が
優

し
く
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
る

よ
う
だ
。

ア
ベ
イ
・
グ
レ
ン
は
、
月
曜

か
ら
金
曜
ま
で
は
午
前
８
時
か

ら
午
後
５
時
、
土
・
日
曜
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開

い
て
い
て
、
誰
で
も
入
れ
る
。

上
野
博
士
と
ハ
チ
公
像
の
ほ
か

に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
彫
刻
が
あ

る
の
で
、
彫
刻
散
歩
も
い
い
。
　
　

自
然
が
豊
か
で
鳥
の
鳴
き
声

も
気
持
ち
よ
く
、
私
は
白
頭
鷲

の
飛
翔
を
間
近
で
見
た
。
ア
メ

リ
カ
の
国
鳥
で
、
羽
を
広
げ
た

大
き
さ
は
２
メ
ー
ト
ル
以
上
、

真
っ
白
な
頭
に
鋭
い
眼
差
し
、

華
麗
に
飛
ぶ
姿
は
迫
力
満
点
だ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
国

鳥
は
雉
で
あ
る
。
美
し
い
日
本

固
有
の
鳥
で
、
昔
か
ら
古
典
や

童
話
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
オ
ス

は
勇
敢
、
メ
ス
は
母
性
愛
に
富

む
か
ら
選
ば
れ
た
と
い
う
。

オ
フ
ィ
ス
の
ロ
ビ
ー
は
、
ハ

チ
公
像
を
見
に
来
た
人
は
自
由

に
入
っ
て
い
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
た
動

物
の
絵
や
置
物
を
見
る
の
も
面

白
い
。

春
は
桜
の
名
所
と
し
て
も
有

名
だ
。
桜
を
楽
し
み
、
上
野
博

士
と
ハ
チ
公
像
な
ど
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
素
敵
な
公
園
で

あ
る
。

お
腹
が
空
い
た
ら
、
す
ぐ
近

所
に
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

と
い
う
ア
メ
リ
カ
料
理
の
レ
ス

ト
ラ
ン
が
あ
る
。
建
物
自
体
は

古
く
な
い
が
、
暖
炉
の
あ
る
昔

風
の
室
内
に
は
、
独
立
戦
争
で

活
躍
し
た
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
将

軍
直
筆
の
手
紙
が
飾
ら
れ
て
い

て
町
名
の
由
来
を
感
じ
さ
せ

る
。
公
園
を
散
歩
し
た
後
、
お

腹
が
空
い
た
ら
立
ち
寄
る
の
に

も
ぴ
っ
た
り
だ
。

車
で
20
分
ほ
ど
の
所
に
は
、

乗
馬
ク
ラ
ブ
、
エ
ク
ゥ
イ
ン
・

ト
ラ
ン
キ
リ
テ
ィ
ー
・
ウ
ェ
ル

ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
（E

quine
T

ran
q

u
ility

W
elln

ess
C

enter

）

が
あ
る
。
一
般
向

け
乗
馬
レ
ッ
ス
ン
、
子
供
向
け
、

体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
、

お
年
寄
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
に
、
馬
と
触
れ
合
っ
て
体
験

で
き
る
癒
し
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
提
供
し
て
い
る
。

(

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
由
美
／
ラ
イ

タ
ー
）w

w
w
.yum

im
cdon-

ald.com

T RAVE LT RAVE L
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
上
野
博
士
と
ハ
チ
公
像

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
を
訪
ね
る

Abbey Glen Pet Memorial Park
187 NJ-94. Lafayette Township NJ 07848
www.abbeyglen.com
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バ
ル
ト
海
か
ら
水
揚
げ
さ
れ

た
ニ
シ
ン
（
へ
リ
ン
グ
）
な
ど

魚
料
理
が
多
い
と
い
う
エ
ス
ト

ニ
ア
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
住
む

イ
ロ
ナ
さ
ん
が
伝
統
衣
装
に
身

を
包
ん
で
ニ
シ
ン
と
根
菜
の
サ

ラ
ダ
「
ヘ
リ
ン
ガ
ス
・
カ
ス
カ

ス
」
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

作
り
方
は
シ
ン
プ
ル
。
グ
レ

ー
タ
ー
で
す
り
お
ろ
し
た
茹
で

野
菜
と
小
さ
く
切
っ
た
塩
漬
け

ニ
シ
ン
を
層
に
す
る
だ
け
。
ジ

ャ
ガ
イ
モ→

ニ
ン
ジ
ン→

ビ
ー

ツ→

ニ
シ
ン→

サ
ワ
ー
ク
リ
ー

ム
＆
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
の
順
に
丁

寧
に
重
ね
て
い
く
。
へ
リ
ン
グ

は
ま
ば
ら
に
散
ら
す
。
「
ほ
ら
、

見
て
」
と
持
ち
上
げ
た
ガ
ラ
ス

の
容
器
に
映
る
野
菜
の
層
が
美

し
い
。
「
陶
器
を
使
う
人
も
い

ま
す
が
私
は
ガ
ラ
ス
の
容
器
が

好
き
」
と
イ
ロ
ナ
さ
ん
。
も
う

一
度
同
じ
重
ね
方
を
し
て
、
真

ん
中
を
少
し
盛
り
上
げ
る
よ
う

に
し
て
い
き
、
最
後
に
卵
を
手

で
振
り
か
け
る
。
「
カ
ス
カ
ス

は
毛
皮
っ
て
い
う
意
味
。
表
面

が
フ
ワ
フ
ワ
っ
と
毛
皮
み
た
い

で
し
ょ
」
。
彩
り
よ
く
デ
ィ
ル

や
キ
ュ
ウ
リ
を
カ
ッ
ト
し
た
も

の
を
添
え
て
も
い
い
と
言
う
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
の
汁
が

出
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
に
な
る
の

で
、
１
日
置
い
た
ぐ
ら
い
の
方

が
重
み
で
味
が
深
ま
り
美
味
し

い
ん
で
す
が
…
」
と
の
こ
と
だ

が
、
少
し
カ
ッ
ト
し
て
い
た
だ

く
。
野
菜
の
茹
で
具
合
や
ニ
シ

ン
の
し
ょ
っ
ぱ
さ
が
ほ
ど
よ

く
、
ニ
シ
ン
と
そ
れ
ぞ
れ
の
野

菜
の
味
が
絡
み
合
っ
て
、
素
朴

な
美
味
し
さ
。
ヘ
ル
シ
ー
感
た

っ
ぷ
り
な
の
が
う
れ
し
い
。
ラ

イ
麦
な
ど
の
黒
パ
ン
と
食
べ
る

の
が
一
般
的
。
火
に
か
け
て
あ

っ
た
レ
バ
ー
の
サ
ワ
ー
ク
リ
ー

ム
煮
込
み
と
カ
シ
ャ
（
蕎
麦
の

実
）
、
ニ
ン
ジ
ン
と
ジ
ャ
ガ
イ

モ
が
入
っ
た
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
ス

ー
プ
も
一
緒
に
い
た
だ
い
た
。

今
回
の
取
材
先
は
、
エ
ス
ト

ニ
ア
ン
ハ
ウ
ス
（
東
34
丁
目
２

３
４
番
地
）
。
イ
ロ
ナ
さ
ん
は

数
週
間
前
か
ら
キ
ッ
チ
ン
に
入

っ
て
い
る
。
こ
の
古
い
洋
館
は

１
９
４
６
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
エ
ス
ト
ニ
ア
人
会
が
購
入
、

基
本
的
に
利
用
は
会
員
制
だ

が
、
週
末
オ
ー
プ
ン
す
る
バ
ー

と
レ
ス
ト
ラ
ン
は
誰
で
も
利
用

で
き
る
。
「
祖
母
が
料
理
上
手

で
、
週
末
に
は
よ
く
来
客
の
た

め
に
ご
ち
そ
う
を
作
っ
て
い
ま

し
た
」
と
い
う
イ
ロ
ナ
さ
ん
は
、

お
ば
あ
さ
ん
が
し
て
い
た
よ
う

に
数
品
の
料
理
に
加
え
デ
ザ

ー
ト
も
欠
か
さ
ず
、
こ
の
日

も
ニ
ン
ジ
ン
パ
ン
、
ア
ッ
プ

ル
ケ
ー
キ
、
シ
ナ
モ
ン
ロ
ー

ル
と
３
種
用
意
し
て
い
た
。

カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
ぶ
チ
ョ
コ

や
パ
ン
も
母
国
か
ら
の
輸
入

品
、
市
内
に
エ
ス
ト
ニ
ア
食

料
品
店
は
な
い
の
で
、
故
郷

の
味
を
求
め
る
人
は
こ
こ
に

買
い
に
来
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
は
通
算

６
年
に
な
る
イ
ロ
ナ
さ
ん
は
、

米
国
人
外
交
官
と
エ
ス
ト
ニ
ア

の
首
都
タ
リ
ン
で
知
り
合
い
結

婚
、
世
界
各
国
に
住
ん
だ
。
歯

科
医
だ
っ
た
が
結
婚
を
機
に
メ

イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

転
身
。
息
子
は
テ
キ
サ
ス
州
の

ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
寄

宿
舎
）
に
い
て
、
「
こ
の
帽
子

は
独
身
女
性
用
。
で
も
夫
が
亡

く
な
っ
た
の
で
今
の
私
は
シ
ン

グ
ル
だ
か
ら
」
と
茶
目
っ
気
た

っ
ぷ
り
に
微
笑
む
。

伝
統
衣
装
の
着
用
も
許
さ
れ

な
か
っ
た
と
い
う
ソ
連
邦
時
代

に
国
を
離
れ
た
人
が
多
か
っ
た

が
、
最
近
の
エ
ス
ト
ニ
ア
は

「
Ｉ
Ｔ
産
業
が
さ
か
ん
で
、
米

国
か
ら
戻
る
人
も
増
え
て
い
ま

す
よ
」
と
の
こ
と
。
人
口
約
１

３
０
万
人
の
小
国
。
イ
ロ
ナ
さ

ん
も
「
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
忙

し
く
な
く
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
。

国
民
は
質
素
倹
約
で
物
静
か
な

気
質
。
皆
知
り
合
い
で
デ
ー
ト

ア
プ
リ
が
成
功
し
な
か
っ
た
唯

一
の
国
ら
し
い
わ
」
と
い
う
母

国
を
愛
し
、
毎
年
帰
省
す
る
。

「
今
は
も
う
雪
が
降
っ
て
い
ま

す
。
冬
は
長
い
。
夏
な
ら
こ
の

民
族
衣
装
を
特
注
し
た
ム
フ
島

が
素
晴
ら
し
い
」
と
美
し
い
母

国
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
。

（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

＊
エ
ス
ト
ニ
ア
ン
ハ
ウ
ス
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w
.estonian

housenew
y
ork.com
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ニ
シ
ン
と
根
菜
の
サ
ラ
ダ

「プレゼンテーションが大事」というイロナさんのセッティング

＜材料と作り方＞

ジャガイモ、ビーツ各６個、ニンジ
ン４本、卵３個、サワークリームと
マヨネーズは2:1の分量。オイル塩漬
けニシン（へリング）500ｇ。
①野菜は柔らかく茹でて、グレー
ターですりおろす。卵は小さい
グレーターの方で。ニシンは小
さく切る。サワークリームとマ
ヨネーズはよく混ぜておく。

②深めの器にジャガイモ→ニンジ
ン→ビーツ→へリング（まばら
に）→サワークリーム＆マヨネ
ーズの順に、大きいスプーンを
使って丁寧に２度重ねる。

③最後に、手で卵を振りかける。

卵は小さいグレーターで

オイル塩漬けニシン

ヘリングはまばらに

卵は手でパラパラと

民族衣装を着たイロナさん

＊このコラムにご登場くださる方
を募集しています。ご連絡は
komi@nyseikatsu.com(こみ)まで。

エストニアンハウス

材料

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
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創
業
49
年
の
旅
行
会
社
Ｉ
Ａ

Ｃ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
主
催
の
「
第
19

回
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
12
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
の
リ
バ
ー
ベ
イ
ル
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。

天
候
が
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、

日
中
は
日
差
し
も
強
く
秋
晴
れ

の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
っ
た
。

今
年
は
９
組
総
勢
36
人
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
午
前
11
時
30
分
に

競
技
ス
タ
ー
ト
。
ロ
ン
グ
ホ
ー

ル
が
多
い
コ
ー
ス
に
苦
労
し
な

が
ら
も
参
加
者
は
和
気
藹
々
と

プ
レ
ー
し
た
。

大
会
は
12
ホ
ー
ル
の
隠
し
ホ

ー
ル
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

算
出
す
る
新
ペ
リ
エ
方
式
で
行

な
わ
れ
、
終
了
後
の
表
彰
式
で

は
、
日
本
行
き
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
往
復
航
空
券
を
は
じ
め
、
ア

メ
リ
カ
国
内
往
復
航
空
券
、
ホ

テ
ル
宿
泊
券
、
食
事
券
、
家
電

製
品
、
お
米
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど

の
食
料
品
と
い
っ
た
豪
華
賞
品

が
提
供
さ
れ
た
。

優
勝
は
、
延
原
正
敏
さ
ん

（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
ア
メ
リ
カ
社
）
、
２

位
が
上
村
謙
さ
ん
（
Ｋ
Ｋ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
イ
ン
ク
）
、
３
位

が
畠
聡
志
さ
ん
（
興
和
ア
メ
リ

カ
）
、
さ
ら
に
ニ
ア
ピ
ン
、
ド

ラ
コ
ン
、
バ
ー
デ
ィ
な
ど
の
技

能
賞
も
発
表
さ
れ
、
ベ
ス
ト
グ

ロ
ス
は
６
位
に
入
賞
の
飯
塚
泰

光
さ
ん(

Ｉ
Ｉ
Ｊ
ア
メ
リ
カ)

が

ス
コ
ア
85
で
獲
得
。

表
彰
式
で
は
、
冒
頭
、
「
こ

の
大
会
が
開
催
で
き
る
の
も
、

日
頃
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
の
お
陰

と
感
謝
致
し
ま
す
」
と
長
谷
川

大
介
社
長
が
挨
拶
し
、
最
後
は

「
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
ご
満

足
い
た
だ
け
る
よ
う
、
社
員
一

同
努
力
し
て
参
り
ま
す
」
と
石

田
圭
子
会
長
の
挨
拶
で
し
め
く

く
っ
た
。

第19回 IACEトラベル
主催ゴルフトーナメント

延原さん優勝

Ｎ
Ｙ
コ
メ
デ
ィ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
コ
メ
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ラ
ル
主

催
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
コ
メ

デ
ィ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
９
」
が
11
月
４
日
（
月
）

か
ら
10
日
（
日
）
ま
で
、
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
ー
界
隈
の
コ
メ
デ
ィ

ー
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
し
た
市
内

各
会
場
で
開
催
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
コ
メ

デ
ィ
ー
ス
タ
ー
を
輩
出
し
て
き

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
い
わ
ば

コ
メ
デ
ィ
ー
発
祥
地
の
よ
う
な

場
所
。
辛
ら
つ
な
風
刺
と
お
笑

い
の
登
竜
門
で
も
あ
り
聖
地
で

も
あ
る
。
俳
優
・
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
の
ロ
ビ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス

（
故
人
）
や
ジ
ェ
リ
ー
・
サ
イ

ン
フ
ェ
ル
ド
が
飾
っ
た
ス
タ
ー

ダ
ム
の
舞
台
に
明
日
の
ブ
レ
イ

ク
を
目
指
し
て
若
手
コ
メ
デ
ィ

ア
ン
が
続
々
と
登
場
す
る
。
今

年
の
出
演
者
は
俳
優
、
コ
メ
デ

ィ
ア
ン
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
と
し

て
活
躍
す
る
ニ
ッ
ク
・
ク
ロ
ー

ル
や
Ｔ
Ｖ
で
お
な
じ
み
の
ハ
ッ

サ
ン
・
ミ
ン
ハ
ジ
の
ほ
か
、
女

性
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
た
ち
も
勢
ぞ

ろ
い
。
出
演
者
や
入
場
料
な
ど

の

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.nycom

edyfestival.c
om

/

を
参
照
。

セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
が

１
万
人
要
望
で
レ
ゴ
に

ブ
ロ
ッ
ク
玩
具
メ
ー
カ
ー
大

手
の
レ
ゴ
社
は
、
Ｔ
Ｖ
教
育
番

組
「
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
」
の

街
並
み
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ッ

ト
商
品
を
開
発
中
。
一
般
か
ら

商
品
案
を
募
る
レ
ゴ
ア
イ
デ
ィ

ア
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
成
人

フ
ァ
ン
か
ら
成
る
ア
ダ
ル
ト
・

フ
ァ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
レ
ゴ
が
商

品
化
の
選
考
投
票
。
１
２
３
セ

サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
版
は
約
１
万

票
を
得
て
商
品
化
す
る
10
点
の

ひ
と
つ
に
選
ば
れ
た
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
一
世
を
風

靡
し
た
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
「
フ

レ
ン
ズ
」
の
25
周
年
記
念
セ
ッ

ト
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
局
の
ド
ラ
マ
「
デ

ィ
・
オ
フ
ィ
ス
」
、
ペ
ル
ー
の

世
界
遺
産
「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」

も
含
ま
れ
て
い
る
。
発
売
日
は

未
定
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山

野
内
勘
二
大
使
が
私
的
に
親
し

い
仲
間
と
結
成
し
た
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
＠
Ｋ
４
が
11
月
23
日
（
土
）

夕
、
キ
タ
ノ
ホ
テ
ル
内
の
ジ
ャ

ズ
ク
ラ
ブ
「
ジ
ャ
ズ
・
ア
ッ

ト
・
ザ
・
キ
タ
ノ
」
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
・
ロ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
す
る
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
米
同

時
多
発
テ
ロ
と
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
の
救
援
と
復
興
支
援

の
た
め
２
０
１
１
年
か
ら
毎

年
、
両
遺
族
会
メ
ン
バ
ー
相
互

の
交
流
の
場
を
設
け
て
支
援
活

動
を
続
け
る
米
国
日
本
人
医
師

会
（
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
、
ロ
バ
ー
ト
柳

沢
会
長) 

の
地
道
な
慈
善
貢
献

に
感
銘
を
受
け
た
山
野
内
大
使

が
、
ロ
ッ
ク
活
動
の
仲
間
に
呼

び
か
け
て
実
現
し
た
も
の
。

バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
は
異
口

同
音
に
、
キ
タ
ノ
ホ
テ
ル
の
慈

善
提
供
で
席
料(

カ
バ
ー
チ
ャ

ー
ジ
）
が
無
料
と
な
っ
た
こ
と

に
感
謝
の
意
を
表
明
し
た
上
で

「
会
場
で
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
温
か
い
義
援
金
が
Ｊ
Ｍ
Ｓ

Ａ
の
東
北
デ
ザ
ス
タ
ー
基
金
を

通
じ
て
日
米
両
国
の
被
災
者
交

流
と
復
興
支
援
活
動
を
支
え
て

い
く
小
さ
な
懸
け
橋
に
な
れ

ば
」
と
語
っ
て
い
る
。

◇

演
奏
は
午
後
７
時
30
分
か
ら

８
時
30
分
ま
で
の
第
１
回
と
午

後
９
時
か
ら
10
時
ま
で
の
２

回
。
席
料
無
料
（
通
常
の
カ
バ

ー
チ
ャ
ー
ジ
34
ド
ル
は
ホ
テ

ル
・
キ
タ
ノ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
慈
善
提
供
）
。
食
事
と
飲
み

物
代
は
注
文
分
の
み
各
自
負

担
。
ミ
ニ
マ
ム
チ
ャ
ー
ジ
な
し
。

演
奏
メ
ン
バ
ー
は
、
カ
ズ

（
ボ
ー
カ
ル
）
、
ア
ミ
イ
（
ボ
ー

カ
ル
と
コ
ー
ラ
ス
）
、
カ
ン

（
ギ
タ
ー
）
、
キ
ョ
ー
コ
（
ピ
ア

ノ
／
キ
イ
ボ
ー
ド
）
、
ケ
イ
ナ

（
ベ
ー
ス
）
、
ト
ム
（
ド
ラ
ム
ス
）
。
　

コ
ン
サ
ー
ト
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
・
予
約
は
、
ホ
テ
ル
・

キ
タ
ノ
電
話
２
１
２
・
８
８

５
・
７
０
０
２
（
上
山
さ
ん
）

ま
で
。

ジ
ャ
ズ
・
ア
ッ
ト
・
キ
タ
ノ
で
11
月
23
日

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
無
料
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

山野内大使率いる

＠K4バンド

今
年
の
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
で
演
奏
し
た
＠
Ｋ
４

表彰式で、左から石田会長、優勝した延原さん、ユ
ナイテッド航空の四辻さん、長谷川社長

https://sapporobeer.com/age-gate/
http://www.kitano.com/
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ひ
と
目
見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な

い
顔
だ
。
和
面
（
わ
お
も
て
）

に
切
れ
長
の
瞳
。
身
長
１
７
６

セ
ン
チ
の
長
身
。
職
業
は
女
優
、

モ
デ
ル
。
東
京
都
港
区
生
ま
れ
。

幼
い
頃
か
ら
、
歌
や
ダ
ン
ス
、

生
花
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
芸

術
・
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
５

歳
か
ら
始
め
た
生
け
花
で
は
、

池
坊
師
範
の
資
格
を
18
歳
で
取

得
。
日
本
の
芸
術
・
文
化
に
加

え
、
海
外
の
芸
術
・
文
化
に
も

強
い
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ

た
。
２
０
１
４
年
単
身
で
来
米
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
映
画
の
世
界

に
魅
了
さ
れ
「
演
じ
る
」
と
い

う
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
演
劇
学
校
で
本
格

的
に
メ
ソ
ッ
ト
演
技
を
一
か
ら

学
び
、
昨
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

活
動
拠
点
を
移
し
て
現
在
は
女

優
兼
モ
デ
ル
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
大
手
企
業
で
あ
る
グ
ー

グ
ル
や
ス
ミ
ノ
フ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
も
新
人
な
が
ら
起
用
さ

れ
、
今
後
幅
広
い
分
野
で
活
躍

が
期
待
で
き
る
日
本
人
女
優
と

し
て
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

「
ア
メ
リ
カ
で
活
動
す
る
女

優
と
し
て
、
今
後
も
『
英
語
で

演
じ
る
』
と
い
う
こ
と
を
追
求

し
続
け
、
限
界
を
見
定
め

ず

に
色
々
な
分
野
の
役
柄
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
。
日
本
で
の
本

格
的
な
芸
能
活
動
経
験
が
な
い

の
で
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、

い
つ
か
は
日
本
で
も
仕
事
が
し

た
い
」
と
話
す
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
活
動
拠

点
を
移
し
て
約
一
年
。
「
未
だ

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
日
々
恋
し

く
な
り
ま
す
。
芸
術
に
関
し
て

は
圧
倒
的
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ほ
う
が
レ
ベ
ル
も
教
育
も
長
け

て
い
る
と
私
の
中
で
感
じ
ま

す
。
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
演
劇
学
校
で

一
か
ら
演
劇
の
基
礎
を
学
べ
た

こ
と
が
今
の
自
分
の
中
で
大
き

な
自
信
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

東
京
出
身
の
私
に
と
っ
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
は
、
生
活
リ
ズ
ム
、

人
口
密
度
、
人
の
雰
囲
気
が
共

通
す
る
部
分
が
い
く
つ
も
あ
る

の
で
、
当
時
学
生
を
し
て
い
た

私
に
と
っ
て
は
と
て
も
住
み
心

地
の
良
い
街
で
し
た
」
。

映
画
「Y
uraq

」
に
出
演

し
た
ほ
か
、
テ
レ
ビ
で
は
Ｈ
Ｂ

Ｏ
局
ウ
エ
ス
ト
ワ
ー
ル
ド
・
シ

ー
ズ
ン
３
で
ロ
ボ
ッ
ト
役
で
登

場
す
る
ほ
か
、
バ
イ
ポ
ラ
ー
・

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
音
楽
動
画
に

出
演
予
定
で
、
す
で
に
撮
影
を

終
え
て
い
る
。

日
常
生
活
の
ス
タ
イ
ル
が

今
ま
で
経
験
し
て
き
た
東
京
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
暮
ら
し
と
か

け
離
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
暮

ら
し
に
な
れ
る
の
に
は
ま
だ
ま

だ
か
か
り
そ
う
。
た
だ
い
ま
、

自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
す
る

こ
と
が
日
常
生
活
で
の
最
大
課

題
だ
そ
う
だ
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
毎
日
は
変
わ
ら
な
い
が
、

帰
宅
し
て
癒
し
て
く
れ
る
の
が

生
け
花
。
最
低
週
に
一
度
は
生

け
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

「
花
と
い
う
誰
で
も
身
近
に
目

に
す
る
対
象
を
使
っ
た
、
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い
日
本
の
文

化
の
一
つ
で
す
ね
」
と
目
を
細

め
る
。
和
の
心
を
持
つ
独
特
の

風
貌
が
、
い
つ
か
ジ
ャ
パ
ン
の

顔
と
な
る
日
を
夢
見
る
。

（
三
浦
良
一
記
者
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

女優　モデル

水野 洋亜さん
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米
国
で
挑
戦
す
る
和
面
の
麗
人
女
優

日
本
女
性
の
命
の
輝
き
と
心

を
写
し
出
し
ア
ー
ト
と
し
て
表

現
し
て
き
た
ヌ
ー
ド
写
心
家
、

中
田
し
の
ぶ
の
Ｎ
Ｙ
初
展
示
会

「
裸
心
画
展
」
が
11
月
15
日

（
金
）
か
ら
17
日
（
日
）
ま
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ボ
（
８
番
街
５

４
５
番
地
14
階
）
で
開
催
さ
れ

る
。
　

中
田
は
臨
床
検
査
の
営
業
か

ら
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
転
身
し
、
そ
の
後
写
真
を

独
学
で
学
び
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ

ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
な
る
。
さ

ら
に
あ
る
出
会
い
か
ら
乳
が
ん

の
手
術
前
の
女
性
の
ヌ
ー
ド
撮

影
を
通
し
て
生
き
る
こ
と
の
尊

さ
と
美
し
さ
を
感
じ
、
そ
の
人

そ
の
も
の
で
あ
る
「
命
」
を
写

し
込
む
写
心
家
と
な
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
午

後
２
時
か
ら
７
時
ま
で
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
11

月
14
日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら

８
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
・
詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

h
t
t
p
:/
/
n
a
k
a
t
a
-

shinobu.net

を
参
照
。

グローバルラボで

11月15日から17日まで

Photo   Janine Namgung

裸
心
画
の
世
界

中
田
し
の
ぶ
Ｎ
Ｙ
写
真
展

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからでも！

生活アンテナＤＸコーナーをご覧下さい！

www.nyseikatsu.com

http://www.anything.ne.jp/newyork/
https://www.cosmeproud.com/
http://www.idocenter.com
http://www.salon-oasis.net


時
間
を
置
い
て
何
回
か
読

み
返
す
本
が
あ
る
。
９
篇
の

短
編
が
収
め
ら
れ
た
本
書

（
邦
題：

停
電
の
夜
に
）
も
そ

う
し
た
１
冊
。
イ
ン
ド
系
女

性
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
作
品
で
、

本
作
は
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ア
ー

賞
も
受
賞
し
た
。

表
題
作
は
、
イ
ン
ド
を
訪

れ
た
イ
ン
ド
系
米
国
人
夫
婦

が
ガ
イ
ド
兼
運
転
手
を
雇
う
。

夫
人
は
三
人
の
子
供
の
う
ち

一
人
は
夫
の
子
で
は
な
い
と

運
転
手
に
打
ち
明
け
る
。

「A
T

em
porary

M
atter

」

で
は
、
停
電
が
続
く
日
々
、

若
夫
婦
が
暗
闇
の
中
で
お
互

い
の
秘
密
を
打
ち
明
け
る
こ

と
に
し
た
。
距
離
が
あ
っ
た

二
人
の
仲
は
近
づ
い
て
い
く

よ
う
に
思
え
た
が
、
そ
う
で

は
な
い
こ
と
が
見
え
て
く
る

と
い
う
物
語
だ
。

深
い
読
後
感
と
余
韻
が
残

る
彼
女
の
作
品
。
こ
ち
ら
も

あ
る
意
味
で
主
流
文
化
の
外

に
い
る
人
間
な
の
で
余
計
に

そ
う
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

（
秦
隆
司
／
ア
メ
リ
カ
ン
・
ブ

ッ
ク
・
ジ
ャ
ム
編
集
長
）

著
者
は
、
洋
服
ブ
ラ
ン
ド

「earth
m

usic&
ecology

」

で
有
名
な
株
式
会
社
ス
ト
ラ

イ
プ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役
社
長
。
１
９
９

４
年
、
23
歳
で
創
業
。
現
在

30
以
上
の
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開

し
、
グ
ル
ー
プ
売
上
高
は
１

３
０
０
億
円
を
超
え
る
。
公

益
財
団
法
人
石
川
文
化
振
興

財
団
の
理
事
長
や
、
国
際
現

代
美
術
展
「
岡
山
芸
術
交
流
」

の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
も

務
め
、
出
身
地
で
あ
る
岡
山

の
文
化
交
流
・
経
済
振
興
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年

３
月
に
内
閣
府
男
女
共
同
参

画
会
議
議
員
に
就
任
し
た
。

主
な
著
書
に
『
ア
ー
ス
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
＆
エ
コ
ロ
ジ
ー
の

経
営
学
（
共
著
）
』
が
あ
る
。

著
者
が
代
表
取
締
役
社
長

を
務
め
る
株
式
会
社
ス
ト
ラ

イ
プ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

そ
の
会
社
経
営
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
る
の
が
、
「
学
び
な

お
し
」
で
あ
る
。
著
者
自
身
、

会
社
経
営
の
か
た
わ
ら
、
岡

山
大
学
経
済
学
部
に
５
年
間

通
い
、
卒
業
。
18
年
に
は
京

都
大
学
経
営
管
理
大
学
院
で

Ｍ
Ｂ
Ａ
（
経
営
学
修
士
）
を

取
得
。
そ
こ
か
ら
得
た
気
付

き
を
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
判
断

や
意
思
決
定
に
つ
な
げ
て
き

た
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人

石
川
文
化
財
団
の
理
事
長
も

務
め
て
お
り
、
芸
術
文
化
支

援
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
現

代
ア
ー
ト
の
収
集
や
展
示
を

行
っ
て
い
る
。

本
書
は
著
者
の
実
体
験
を

も
と
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
ぐ

に
応
用
で
き
る
「
学
び
な
お

し
」
の
方
法
を
事
例
を
交
え

な
が
ら
紹
介
。
次
々
と
新
規

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上

げ
る
「
ア
パ
レ
ル
の
革
命
児
」

が
指
南
す
る
、
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
人
材
に
な
る
た
め
の
コ

ツ
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｍ
Ｂ
Ａ
理
論
、
ア
ー
ト
、
遊

び
、
地
方
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
「
学
び
続
け

る
こ
と
重
要
性
」
に
つ
い
て

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
い
い
こ
と
、
し
よ
う
ぜ
。
」

は
、
今
年
創
業
25
年
を
迎
え

た
ス
ト
ラ
イ
プ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
新
た
な
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る

（
英
語
表
記
で
、D

o
good,

but
cook

）
。
こ
れ
は
、
著
者

が
創
業
し
た
頃
に
抱
い
て
い

た
思
い
で
あ
り
、
25
周
年
を

機
に
原
点
回
帰
し
よ
う
と
考

え
策
定
さ
れ
た
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
続
け
て
い
く
一
方
で
、

当
初
の
「
遊
び
心
」
も
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。
服
を
売
る

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
人
や

社
会
、
地
域
環
境
に
と
っ
て

「
い
い
こ
と
」
を
す
る
の
が
私

た
ち
の
仕
事
だ
と
石
川
氏
は

語
る
。
社
会
に
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
に
は
「
大
局
観
」

を
も
ち
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
導
入
す
る
な
ど
状
況

に
応
じ
た
適
切
な
判
断
を
下

す
こ
と
が
重
要
。
そ
こ
で
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
学

生
と
同
じ
よ
う
に
、
い
や
そ

れ
以
上
に
積
極
的
に
「
学
ぶ
」

姿
勢
だ
。
ま
た
、
著
者
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
こ
そ
ア

ー
ト
に
触
れ
る
」
べ
き
だ
と

言
う
。
ア
ー
ト
に
触
れ
る
こ

と
で
観
察
力
と
思
考
力
が
得

ら
れ
、
そ
こ
か
ら
創
造
力
が

鍛
え
ら
れ
る
。
経
営
や
ビ
ジ

ネ
ス
で
意
思
決
定
す
る
局
面

に
お
い
て
必
要
な
「
大
局
観
」

も
養
え
る
。

近
年
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

（
生
涯
教
育
）
へ
の
注
目
が
高

ま
っ
て
お
り
、
社
会
に
出
て

か
ら
教
育
機
関
に
戻
っ
て
学

び
な
お
す
ト
レ
ン
ド
が
で
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
が

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
に
向
か

い
急
速
に
価
値
観
が
多
様
化

す
る
一
方
で
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
や
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の

活
用
を
見
据
え
、
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
に
は
今
以
上
の

「
想
像
力
」
が
求
め
ら
れ
る
。

自
分
自
身
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

す
る
た
め
に
本
書
を
「
学
び

な
お
し
の
教
科
書
」
と
し
て

活
用
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
。

（
西
口
あ
や
）

■さよならの言い方なんて知らない。（河野裕、新潮文庫）
「いなくなれ、群青」で大学読書人大賞を受賞した著者の新
シリーズ1作目。高校2年生の香屋歩に届いた奇妙な手紙。
そこには2年前に消えた友人につながる手がかりが印されて
いた。河端ジュン一氏との共著「ウォーター＆ビスケット
のテーマ」を大幅改稿・改題し単著として刊行。■学びな
おす力　新時代を勝ち抜く「理論とアート」（石川康晴、
PHPビジネス新書）著者は洋服ブランド「earth music &
ecology 」で有名な株式会社ストライプインターナショナ
ルの代表取締役社長。本書は著者の実体験をもとに、ビジ
ネスですぐに応用できる「理論×教養・アート」を学ぶ方
法を事例を交えながら紹介する。■成城だより（大岡昇平、
中公文庫）著者は戦後を代表する作家のひとり。本書は

「成城だより」（1981年3月）に、「作家の日記」（1958年7
月）所収の表題作を併せて文庫化したもので、全3巻あるう
ちの1巻目にあたる。文学、漫画、映画など、批評と所感を
闊達に綴った日記文学の傑作エッセイ集。■未来を、11秒
だけ（青柳碧人、光文社）著者は2009年「浜村渚の計算ノ
ート」で講談社の公募企画「Birth」の第3回受賞者に選ば
れたデビュー。本書は「二人の推理は夢見がち」の続編。
シェアハウスで起こった連続失踪事件。住人たちには秘密
があった。「物の記憶」を夢に見る特殊能力を持つ主人公は
その力を駆使して事件の真相に迫る。■Ｉの悲劇（米澤穂
信、文藝春秋）限界集落が限界を突破し遂に無人になる。
行政がＩターン移住者を募り、なんとか甦った新生集落だ
ったが、なぜかミステリの庭と化してゆく。2001年「氷果」
でデビューし、「満願」「王とサーカス」で 史上初の2年連
続ミステリ・ランキング三冠を達成した今最も注目される著者による悲喜
劇。■愛（苫野一徳、講談社現代新書）著者は現役の熊本大学教育学部准
教授。専攻は教育学、哲学。おもな著書に「教育の力」、「はじめての哲学
的思考」などがある。本書で著者は、友愛、性愛、恋愛、キリスト教の無
償の愛など、さまざまな形を持つ「愛」の本質を明らかにする。（西口あや）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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能
力
者
た
ち
の
バ
ト
ル
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
学
び
な

お
し
の
手
引
き
書
。
日
記
文
学
の
傑
作
エ
ッ
セ
イ
集
。
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
第
２
巻
。

「
満
願
」
の
著
者
が
贈
る
最
高
の
悲
喜
劇
。
「
愛
」
の
本
質
を
解
き
明
か
す
哲
学
的
書
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

社会人こそ学ぶべし

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

PHPビジネス新書・刊

石川 康晴・著

「
深
い
読
後
感
と
余
韻
」

『『Interpreter of Maladies』
Written by Jhumpa Lahiri

Published by 

Houghton Mifflin Harcourt

AMERICAN BOOK JAM

BOOKS

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://crsny.org
http://www.jwsnj.org/
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
・
デ
イ

ケ
ア
は
、
15
日
に
秋
の
特
別
遠

足
と
し
て
ア
ル
ス
テ
ー
ド
・
フ

ァ
ー
ム
へ
か
ぼ
ち
ゃ
狩
り
に
出

か
け
た
。
園
専
用
バ
ス
に
乗
り
、

「
動
物
さ
ん
い
る
か
な
ぁ
」
「
か

ぼ
ち
ゃ
大
き
い
か
な
ぁ
」
と
胸

躍
ら
せ
な
が
ら
フ
ァ
ー
ム
へ
向

か
う
子
供
た
ち
。
到
着
す
る
と
、

ま
ず
は
ポ
ニ
ー
ラ
イ
ド
へ
。
子

供
た
ち
に
と
っ
て
は
大
き
な
ポ

ニ
ー
。
最
初
は
手
を
振
っ
て
い

た
も
の
の
、
実
際
に
近
づ
く
と

そ
の
大
き
さ
に
驚
き
そ
っ
と
後

ず
さ
り
し
て
い
た
が
少
し
ず
つ

近
づ
き
、
先
生
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
ポ
ニ
ー
に
乗
れ
た

子
も
い
た
。
乗
っ
た
後
も
最
初

は
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た

が
、
途
中
か
ら
は
に
っ
こ
り
笑

顔
、
最
後
に
は
ポ
ニ
ー
を
指
差

し
、
「
乗
れ
た
よ
！
」
と
自
慢

げ
に
話
し
て
い
た
。

後
半
は
野
菜
狩
り
へ
。
ヘ
イ

ラ
イ
ド
に
乗
り
、
ナ
ス
や
ピ
ー

マ
ン
を
取
り
に
向
か
っ
た
。
最

後
は
園
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
用
に

か
ぼ
ち
ゃ
を
取
り
に
行
き
、
畑

に
自
分
よ
り
大
き
な
か
ぼ
ち
ゃ

が
ご
ろ
ご
ろ
と
転
が
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
興
味
津
々
の
子
ど

も
達
。
頑
張
っ
て
持
ち
上
げ
て

み
よ
う
と
し
た
り
、
ボ
ー
ル
の

よ
う
に
叩
い
て
音
を
聞
い
た
り

と
、
思
い
思
い
に
楽
し
ん
だ
。

今
回
の
遠
足
で
園
児
た
ち
は

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
味
わ
う
こ

と
の
で
き
な
い
体
験
と
秋
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス

タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
で
は
年
間
を

通
し
て
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
を
毎
月
行
っ
て
い
る
。

秋
の
特
別
遠
足

スターチャイルド・デイケア

か
ぼ
ち
ゃ
刈
り
へ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）
は
、
11

日
と
12
日
に
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
。
初
等

部
と
中
等
部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

と
展
示
が
行
わ
れ
、
在
校
生
の

家
族
だ
け
で
は
な
く
来
賓
や
幼

稚
園
・
保
育
園
の
保
護
者
が
来

場
し
た
。
１
日
目
は
１
・
２
・

４
・
５
・
７
・
８
年
生
の
ス
テ

ー
ジ
発
表
と
中
等
部
の
国
語
科

意
見
文
、
６
・
７
・
９
年
英
語

科
ス
ピ
ー
チ
、
初
等
部
全
体
合

唱
と
中
等
部
全
体
合
奏
が
行
わ

れ
た
。
２
日
目
は
３
・
６
・
９

年
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
と

５
・
８
年
生
に
よ
る
英
語
科
ス

ピ
ー
チ
、
初
等
部
、
中
等
部
合

唱
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
午
後
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
も
開
催
さ
れ
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
「
瞬
間

を

越

え

て

〜K
eep

on
D
ream

ing

〜
」
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
１
〜
８
年
生

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演
劇
、
９
年

生
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
挑
戦
し

た
。
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
伝
え
た
「
世
界
で
一
番
ハ
ッ

ピ
ー
な
か
ぶ
」
（
１
年
生
）
や
、

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
の

「
お
手
紙
」
を
基
に
創
作
し
た

「
お
手
紙
〜T

h
e
an
oth
er

side
of
the
story

〜
」
（
２

年
生
）
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た

発
表
が
続
い
た
。
各
学
年
が
学

ん
で
き
た
こ
と
を
劇
や
デ
ィ
ベ

ー
ト
、
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
表
現

方
法
で
発
表
し
、
笑
い
や
感
動

の
演
技
、
話
し
方
で
観
客
を
魅

了
し
た
。
ま
た
、
初
等
部
は

「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
」
、
中

等
部
は
「
手
紙
〜
拝
啓
　
十
五

の
君
へ
〜
」
の
合
唱
と
「
少
年

時
代
」
を
リ
コ
ー
ダ
ー
で
合
奏

し
た
。
子
供
た
ち
が
心
を
ひ
と

つ
に
合
唱
・
合
奏
し
た
姿
に
観

客
は
大
き
な
拍
手
を
送
っ
た
。

今
年
も
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
た
心
に
残
る
ス
ク
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

全
日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡

本
徹
学
園
長
）
の
小
学
部
３

年
生
18
人
が
９
月
30
日
、
同

州
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
あ

る
ミ
ツ
ワ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
へ
社
会
科
の
校
外
学
習

へ
出
か
け
た
。

「
お
店
で
働
く
人
た
ち
の
工

夫
や
仕
事
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
学
習
す

る
」
を
目
的
に
、
品
物
の
陳

列
の
仕
方
の
工
夫
や
お
客
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
た
め

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
な

ど
多
く
の
学
び
を
経
験
し
た
。

な
か
で
も
従
業
員
の
数
が
１

０
０
人
以
上
、
１
日
の
来
客

の
数
が
１
０
０
０
人
を
こ
え

る
と
い
う
話
を
聞
い
た
時
に

は
、
「
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
」

と
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。

ま
た
、
商
品
の
産
地
に
つ
い

て
も
興
味
を
持
ち
、
「
ア
メ
リ

カ
以
外
の
国
か
ら
来
た
食
べ

物
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
驚

き
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

の
情
報
を
ノ
ー
ト
に
書
き
込

ん
で
い
た
。

校
外
学
習
を
通
し
て
、
店

頭
に
品
物
が
並
ぶ
ま
で
に
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
の
努
力
や

工
夫
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し

た
子
供
た
ち
は
、
日
頃
お
客

さ
ん
の
目
で
見
て
い
た
「
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変

わ
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

NY日本人学校で

心に残る学校祭
来場者多く盛りだくさんの２日間

練
習
の
成
果
十
分
に
発
揮

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

仕
事
を
社
会
科
校
外
学
習

育
英
の
児
童
ミ
ツ
ワ
を
見
学

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
は
各

学
年
ご
と
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
演
劇
も
発
表
さ
れ
た

https://www.yozemikikoku.com
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Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

（
児
童
生
徒
数
２
５
９
人
、
片

山
隆
校
長
）
は
12
日
、
古
本
市

を
開
催
し
た
。

子
供
た
ち
の
た
め
に
各
家

庭
か
ら
寄
付
さ
れ
た
書
籍
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
３
０
０
０
点
以
上
。

会
場
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
同

時
に
入
っ
て
来
た
子
供
た
ち

は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
気
に
入
り

の
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
コ
ー
ナ
ー
へ

と
一
目
散
に
向
か
っ
た
。
欲
し

か
っ
た
本
が
見
つ
か
っ
て
大
喜

び
す
る
子
、
選
ぶ
の
に
迷
っ
て

先
生
に
相
談
す
る
子
な
ど
の
ほ

か
、
シ
リ
ー
ズ
の
漫
画
を
何
セ

ッ
ト
も
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
友
達

と
一
緒
に
運
ぶ
子
供
た
ち
の
姿

も
見
ら
れ
た
。

古
本
市
は
日
本
書
籍
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
通
し
て
、
子
供
達
に

日
本
語
と
触
れ
合
う
機
会
を
提

供
す
る
事
を
目
的
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
。
同
校
が
誇
る
「
日

本
語
文
庫
」
に
は
４
０
０
０
点

を
超
え
る
蔵
書
が
あ
り
、
幼
児

か
ら
中
高
生
ま
で
幅
広
く
利
用

で
き
る
よ
う
、
絵
本
、
小
説
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
図
鑑
や

人
気
シ
リ
ー
ズ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど

多
岐
に
渡
り
取
り
揃
え
て
い
る

が
、
古
本
市
の
収
益
は
、
そ
の

「
日
本
語
文
庫
」
の
新
書
購
入

な
ど
に
充
て
ら
れ
る
。
今
回
残

っ
て
し
ま
っ
た
書
籍
類
は
、
後

日
、
中
高
等
部
が
主
催
す
る
バ

ザ
ー
で
再
利
用
さ
れ
る
。
バ
ザ

ー
の
収
益
は
例
年
日
本
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
へ
寄
付
さ
れ
て
お
り
、
昨
年

は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の

子
供
た
ち
を
支
援
す
る
「
ハ
タ

チ
基
金
」
へ
と
送
ら
れ
た
。

古
本
市
を
開
催

Ｎ
Ｙ
補
習
Ｌ
Ｉ
校

３
０
０
０
点

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本

語
補
習
授
業
校
（
工
藤
英
治

校
長
）
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
は

５
日
、
８
月
か
ら
新
し
く
仲

間
入
り
し
た
新
入
生
を
歓
迎

す
る
会
を
行
っ
た
。
日
本
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
で
行
う
名

刺
交
換
で
は
、
最
初
は
緊
張

気
味
だ
っ
た
学
生
た
ち
だ
が
、

交
換
す
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん

と
笑
顔
が
見
ら
れ
た
。

各
ク
ラ
ス
の
発
表
で
は
、

ア
ダ
ル
ト
２
が
笑
い
あ
ふ
れ

る
ス
キ
ッ
ト
「
『
び
よ
う
い
ん
』

と
『
び
ょ
う
い
ん
』
」
で
名
演

技
を
披
露
。
ア
ダ
ル
ト
３
の

「
カ
フ
ー
ト
」
で
は
、
日
本
ア

ニ
メ
か
ら
地
理
ま
で
日
本
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
ク

イ
ズ
に
終
始
白
熱
、
司
会
者

の
学
生
も
場
を
盛
り
上
げ
た
。

ア
ダ
ル
ト
４
は
、
日
本
で
お

勧
め
の
場
所
や
食
べ
物
、
日

本
語
初
心
者
も
楽
し
め
る
コ

ミ
ッ
ク
な
ど
を
後
輩
達
に
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、
最
後

に
新
入
生
の
ア
ダ
ル
ト
１
全

員
で
、
習
い
た
て
の
「
ひ
ら

が
な
ソ
ン
グ
」
を
振
り
付
き

で
合
唱
し
た
。
そ
の
後
、
「
質

問
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
先
輩
学

生
が
中
心
と
な
り
、
日
本
語

学
習
に
役
立
つ
情
報
や
、
同

じ
日
本
語
学
習
者
と
し
て
の

悩
み
と
そ
の
解
決
法
を
共
有

し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
締

め
く
く
っ
た
。

日
本
語
学
習
歴
の
枠
を
超

え
、
コ
ー
ス
全
体
が
一
つ
に

な
る
歓
迎
会
と
な
っ
た
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

Ｎ

Ｊ

校

（

8
 

W
est

B
a

y
v

i
e

w
A

ve.,E
nglew

ood
C

liffs

）

は
11
月
９
日
（
土
）
午
後
３

時
か
ら
４
時
ま
で
、
幼
児
部

無
料
見
学
・
体
験
シ
リ
ー
ズ

「
秋
の
幼
稚
園
体
験
ク
ラ
ス
」

を
実
施
す
る
。
製
作
や
大
繩

跳
び
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
ツ

ア
ー
、
質
疑
応
答
を
行
う
。

対
象
は
年
少
〜
年
長
の
子
ど

も
（
２
０
１
３
年
４
月
２
日

〜
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
。

定
員
10
人
。

参
加
無
料
。
希
望
者
は
11

月
８
日
（
金
）
正
午
ま
で
に

電
話
２
０
１
・
９
４
７
・
４

８
３
２
、
ま
た
は
子
供
の
名

前
、
参
加
人
数
、
当
日
の
連

絡
先
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無

を

明

記

し

Ｅ

メ

ー

ル

Satnj.nyikuei@
gm

ail.co
m

ま
で
申
し
込
む
。
詳
細
は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://japaneseschool.o
rg/

を
参
照
。

日本語学ぶ大人の新入生フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
で
歓
迎
会
開
催

育英サタデー
スクールNJ校

幼児部無料体験

11月９日に開催

「
枯
れ
」
は
、
死
で
は
な
く
、

生
。
身
近
な
季
語
た
ち
を
見

つ
め
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ

し
か
、
そ
う
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
枯
れ
き
っ
た
先
に

は
、
ま
た
芽
吹
く
春
が
待
っ

て
い
る
の
だ
と
。
冬
晴
の
も

と
、
銀
い
ろ
に
輝
く
枯
野
は
、

伸
び
伸
び
と
し
た
生
命
力
に

満
ち
て
い
る
。

季
語
＝
枯
る
る
（
冬
）
冬
枯

れ
、
と
も
。
冬
の
深
ま
り
と

と
も
に
、
草
や
木
が
枯
れ
色

に
変
化
す
る
こ
と
。
特
に
、

野
山
は
枯
れ
色
に
包
ま
れ
、

冬
景
色
と
な
る
。

蝶
を
追
い
か
け
る
無
邪
気
な

仔
犬
。
じ
ゃ
れ
つ
い
て
、
一

緒
に
遊
ぼ
う
と
し
て
い
る
み

た
い
だ
。
唐
突
に
、
追
い
か

け
る
の
を
や
め
る
。
冬
の
蝶

は
、
弱
弱
し
い
羽
ば
た
き
で
、

地
面
か
ら
飛
び
立
て
な
く
な

っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
を
仔

犬
は
知
る
は
ず
も
な
い
の
に
、

も
う
追
い
か
け
な
い
。
小
さ

な
体
を
ま
る
め
て
、
不
思
議

そ
う
に
立
ち
止
ま
っ
て
い
た
。

季
語
＝
冬
の
蝶
（
冬
）
冬
蝶
、

凍
蝶
、
蝶
凍
つ
る
。
冬
に
見

か
け
る
蝶
の
こ
と
。
他
の
季

節
に
比
べ
て
頻
繁
に
見
か
け

る
こ
と
は
な
く
な
り
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
動
き
と
な
る
。

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛：

北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１

２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルh
aiku

grandprix@
gm

ail.com

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.artofhaiku.org

参
照
。

枯か

れ
き
つ
て
晴は

れ
き
つ
て
野の

の
広ひ

ろ
く
な
る 11月 霜月

しもつき

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

最終応募10月末まで

犬い
ぬ

こ
ろ
の
も
う
追お

い
か
け
ぬ
冬ふ

ゆ

の
蝶

ち
�
う

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
京
都
造
形
芸
術
大
学
非

常
勤
講
師
／
北
米
伊
藤
園
新

俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
審
査
員

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ
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ぼ
く
は
、
わ
く
わ
く
し
て
い

た
。
こ
れ
か
ら
玉
入
れ
を
す
る

か
ら
。
ぼ
く
は
、
白
ぐ
み
だ
っ

た
。
は
じ
ま
り
の
合
図
で
み
ん

な
が
い
っ
せ
い
に
、
玉
を
と
っ

て
、
な
げ
は
じ
め
た
。
た
く
さ

ん
の
玉
が
空
中
に
と
ん
で
い
た
。

ぼ
く
の
玉
が
ど
こ
に
い
っ
た
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ち
ら
ち
ら

赤
ぐ
み
の
か
ご
を
見
た
。
同
じ

く
ら
い
だ
っ
た
。

「
ピ
ー
」
。
ふ
え
が
な
っ
て
か

ご
が
高
く
な
っ
て
も
、
ま
だ
赤

ぐ
み
で
な
げ
て
い
る
人
が
二
、

三
人
い
た
。
入
ら
な
け
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
た
。
玉
を
数
え
て

い
る
お
ね
え
さ
ん
を
見
て
い
る

間
、
お
ね
え
さ
ん
の
玉
の
数
え

方
を
か
ん
さ
つ
し
た
。
赤
ぐ
み

の
玉
が
先
に
な
く
な
っ
て
い
た
。

ぼ
く
は
、
と
な
り
に
い
た
か
ず

ま
く
ん
に
、
「
い
え
い
」
。
と
言

っ
た
。
　
（
滞
米
２
年
６
か
月
）

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
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夏
休
み
に
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

大
学
の
近
く
の
道
を
歩
い
て
い

た
ら
、
木
の
下
に
何
か
が
ぶ
ら

下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
母
が
、

み
の
む
し
だ
と
言
い
ま
し
た
。

み
の
む
し
は
、
「
が
」
の
よ
う

虫
で
、
自
分
で
作
っ
た
葉
っ
ぱ

の
ふ
く
ろ
の
中
に
い
て
、
そ
の

中
で
、
さ
な
ぎ
に
な
っ
て
、
が

に
な
る
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。わ

た
し
は
、
み
の
む
し
を
は

じ
め
て
見
ま
し
た
。
み
の
む
し

は
、
細
長
い
糸
の
先
に
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
ま
し
た
。
風
に
ふ
か

れ
て
ゆ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

ま
ま
だ
と
、
だ
れ
か
に
あ
た
っ

て
、
糸
が
切
れ
て
落
ち
て
、
ふ

み
つ
ぶ
さ
れ
た
ら
か
わ
い
そ
う

だ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
糸

を
切
っ
て
草
む
ら
に
連
れ
て
行

こ
う
と
し
ま
し
た
が
、
母
は
、

「
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
ほ

う
が
い
い
よ
。
ど
こ
か
に
行
き

た
い
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
が

に
な
る
場
所
に
い
動
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
し
。
」
と
言
い

ま
し
た
。
と
て
も
気
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
帰

り
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
、
母
が
本

を
出
し
て
き
ま
し
た
。
ほ
習
校

の
古
本
市
で
買
っ
た
「
キ
ン
ダ

ー
ブ
ッ
ク
し
ぜ
ん
　
み
の
む

し
」
の
本
で
し
た
。
写
真
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
と
て
も
わ
か

り
や
す
い
本
で
す
。
そ
の
本
に

は
二
つ
、
と
て
も
び
っ
く
り
す

る
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。一

つ
は
、
み
の
む
し
が
が
に

な
っ
た
ら
、
く
ち
が
な
く
な
る

こ
と
で
す
。
が
に
な
っ
た
ら
、

な
に
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な

い
な
ん
て
、
か
わ
い
そ
う
。

二
つ
目
は
、
オ
ス
だ
け
が
が

に
な
っ
て
、
メ
ス
は
、
よ
う
虫

の
よ
う
な
形
の
ま
ま
で
、
が
に

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
ど
う

し
て
メ
ス
は
、
が
に
な
れ
な
い

の
か
、
か
な
し
く
て
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

わ
た
し
が
見
た
、
木
か
ら
ぶ

ら
下
が
っ
て
い
た
み
の
む
し

は
、
ま
だ
よ
う
虫
で
、
お
い
し

い
葉
っ
ぱ
を
さ
が
し
に
行
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら

地
面
に
お
り
て
、
ヤ
ド
カ
リ
の

よ
う
に
家
を
せ
お
っ
て
、
ち
が

う
木
に
動
い
て
い
っ
た
と
思
い

ま
す
。
よ
う
虫
の
時
だ
け
に
食

べ
ら
れ
る
、
お
い
し
い
葉
っ
ぱ

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
寒
い
冬

を
み
の
の
中
で
す
ご
す
み
の
む

し
、
が
ん
ば
れ
。

（
滞
米
９
年
11
か
月
）

「玉入れきょうそう」
ニュージャージー州プリンストン日本語学校小２

笠井　椋太

最
近
読
ん
で
い
た
百
人
一
首

の
漫
画
で
、
印
象
的
な
言
葉
が

あ
っ
た
。
「
ひ
と
か
ど
の
人
間

に
な
り
な
さ
い
」
と
い
う
セ
リ

フ
だ
。
「
ひ
と
か
ど
」
の
意
味

は
簡
単
に
言
え
ば
「
立
派
で
あ

る
」
「
ひ
と
き
わ
優
れ
て
い
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
一
人

前
の
人
物
」
と
言
い
換
え
て
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
。

僕
は
具
体
的
に
将
来
の
夢
や

目
標
が
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、

こ
の
言
葉
を
読
ん
だ
時
に
「
何

の
道
で
も
い
い
、
ひ
と
か
ど
の

人
間
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
た
。

い
つ
の
日
か
、
き
ち
ん
と
独
立

し
、
自
分
の
望
む
道
で
自
分
の

身
を
立
て
ら
れ
る
、
そ
ん
な
し

っ
か
り
と
し
た
大
人
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
の
だ
。
そ
の
た
め

に
は
、
何
が
必
要
か
を
考
え
て

み
た
。

例
え
ば
、
「
優
し
い
人
」
、

「
頼
れ
る
人
」
と
思
わ
れ
た
い

の
な
ら
、
ま
ず
は
自
分
で
目
標

を
立
て
行
動
に
う
つ
し
て
い
き

た
い
。
特
に
優
し
さ
は
人
の
本

質
で
あ
り
、
努
力
と
い
う
よ
り

は
自
身
の
心
の
深
さ
だ
。

僕
が
目
指
す
「
ひ
と
か
ど
の

人
間
」
に
は
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
架
け
橋
」
で
あ
る
。
将
来
、

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に

な
る
人
間
」
を
目
指
し
た
い
。

最
近
で
は
交
通
機
関
の
発
達

や
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

世
界
の
人
々
と
昔
よ
り
も
ず
っ

と
簡
単
に
交
流
で
き
る
時
代
に

な
っ
た
。
友
達
や
家
族
と
も
距

離
は
離
れ
て
い
る
の
に
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら

に
上
を
目
指
し
「
世
界
の
人
々

を
結
ぶ
架
け
橋
に
な
る
人
間
」

が
ぼ
く
の
目
標
だ
。

日
米
で
暮
ら
し
て
い
る
僕
に

は
、
少
し
前
か
ら
違
和
感
が
あ

っ
た
。
だ
が
、
あ
る
日
そ
れ
を

見
事
に
解
決
し
て
く
れ
る
記
事

に
出
会
っ
た
。
日
本
人
と
外
国

人
の
視
点
の
違
い
だ
。
日
本
で

は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＝
英
語
力
」

だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

実
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
＝
地
球
規
模
で
の
視
点
や
発

想
」
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
必

要
な
の
だ
と
い
う
内
容
だ
。
今

の
日
本
は
、
視
点
を
変
え
、

「
地
球
を
ま
る
ご
と
一
つ
の
単

位
と
し
て
見
る
と
い
う
事
」
が

欠
け
て
い
る
と
そ
の
記
事
に
は

書
い
て
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に

住
ん
で
四
年
目
だ
が
、
外
か
ら

日
本
を
見
る
こ
と
で
、
日
本
の

良
さ
や
欠
け
て
い
る
も
の
に
気

づ
か
さ
れ
る
と
同
時
に
、
日
本

か
ら
見
た
ア
メ
リ
カ
に
も
同
じ

こ
と
が
言
え
る
の
だ
。

さ
ら
に
、
世
界
を
結
ぶ
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
視
点
で
物
事
を
調
整

し
て
考
え
る
「
マ
ル
チ
カ
ル
チ

ュ
ラ
ル
レ
ン
ズ
」
も
必
要
で
あ

る
と
書
い
て
あ
っ
た
。
要
は
、

ど
の
立
場
・
視
点
か
ら
で
も
客

観
的
に
自
分
や
相
手
の
文
化
を

見
よ
う
と
す
る
能
力
で
あ
る
。

世
界
を
結
ぶ
に
は
、
難
し
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
は
わ
か

っ
て
い
る
が
、
お
互
い
を
知
る

こ
と
は
何
よ
り
も
近
道
だ
。

地
球
規
模
で
考
え
る
と
、
自

分
と
い
う
人
間
は
小
さ
い
。
だ

が
、
仲
間
と
共
に
国
を
代
表
し

て
、
他
国
と
様
々
な
視
点
で
話

し
合
え
た
ら
、
世
界
も
広
が
り

話
は
尽
き
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
ど
の
学
級
に
も
学
級

委
員
が
い
る
よ
う
に
、
代
表
者

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
球

規
模
で
考
え
て
も
同
じ
こ
と

だ
。
今
の
ア
メ
リ
カ
と
日
本
は
、

強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
国
の
代
表
者
同
士
が
損
益

を
話
し
合
い
、
手
を
取
り
合
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
争
が

続
い
て
い
る
国
も
あ
る
が
、
一

人
で
生
き
ら
れ
る
人
間
が
い
な

い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
一
国
だ

け
で
成
り
立
つ
国
も
決
し
て
な

い
。
複
雑
な
理
由
が
あ
る
の
だ

ろ
う
が
、
世
界
が
平
和
に
な
る

た
め
に
は
、
世
界
の
代
表
者
同

士
が
「
ひ
と
か
ど
の
人
間
」
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
僕
の
ひ
と
か
ど
に

は
「
架
け
橋
」
と
「
仲
良
く
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
今
す

ぐ
に
世
界
の
人
々
の
架
け
橋
に

な
る
の
は
無
理
だ
が
、
今
は
目

の
前
で
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯

や
ろ
う
と
思
う
。

お
互
い
を
客
観
的
に
見
る
レ

ン
ズ
と
地
球
規
模
で
の
視
点
を

持
ち
、
分
か
り
合
う
た
め
に
心

を
広
く
持
ち
、
毎
日
を
有
意
義

に
過
ご
し
た
い
。
そ
し
て
、
日

本
や
現
地
の
友
達
と
絆
を
深
め

る
こ
と
が
、
ひ
と
か
ど
の
人
間

へ
の
近
道
だ
と
信
じ
て
い
る
。

（
滞
米
３
年
７
か
月
）

「
み
の
む
し
の
び
っ
く
り
！
」

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

渡
辺
　
花

（学年は応募時）

■児童生徒作文のページ■

「
『
ひ
と
か
ど
』
の
人
間
に
な
り
た
い
」

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
中
２

竹
内
　
源
太

「
し
り
と
り
」
「
り
ん
ご
」

「
ご
ま
」
　

バ
ス
の
中
、
き
ま
ま
に
な
な

ほ
ち
ゃ
ん
と
、
し
り
と
り
を
し

て
い
た
。

「
り
す
」
「
す
い
か
」
し
り
と

り
を
し
て
い
る
と
中
、
「
自
由

の
女
神
だ
。
」
と
、
声
が
し
た
。

そ
う
、
秋
の
遠
足
で
、
わ
た
し

達
は
リ
バ
テ
ィ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
い
る
の

だ
。
絵
に
書
く
物
は
な
に
に
し

よ
う
か
、
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

か
、
ど
ん
な
物
が
あ
る
か
、
い

ろ
い
ろ
楽
し
み
だ
っ
た
。

入
り
口
に
入
る
と
、
み
た
こ

と
の
あ
る
景
色
だ
っ
た
。
あ
、

い
っ
た
こ
と
あ
る
な
。
と
、
心

の
中
で
思
っ
た
。
中
は
予
想
ど

う
り
の
風
景
だ
っ
た
。
前
に
来

た
時
と
、
あ
ま
り
、
か
わ
っ
て

な
か
っ
た
か
ら
だ
。
最
初
に
、

し
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
を
終

わ
ら
し
て
、
７
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
っ
た
。
「
ど
こ
行
く
？
」

「
こ
こ
行
き
た
い
」
。
い
ろ
い
ろ

話
し
合
っ
た
。
そ
の
後
リ
ー
ダ

ー
の
さ
き
ち
ゃ
ん
が
い
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
さ
き
に
遊
ぶ
と
こ

ろ
へ
行
こ
う
。
」

み
ん
な
が
あ
る
き
だ
し
た
。

リ
バ
テ
ィ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
を
一
時
間
く
ら
い
ま
わ
っ

た
後
、
３
Ｄ
え
い
画
を
見
た
。

３
Ｄ
グ
ラ
ス
は
、
わ
た
し
か
ら

は
サ
ン
グ
ラ
ス
に
見
え
た
。
ま

ぶ
し
い
か
ら
光
を
さ
え
ぎ
る
の

か
な
。
３
Ｄ
え
い
画
は
30
分
く

ら
い
だ
っ
た
。
あ
と
十
分
で
終

わ
る
時
に
、
も
う
く
た
び
れ
て

い
た
。
い
つ
終
わ
る
の
か
と
ず

っ
と
思
っ
て
い
た
。

昼
ご
は
ん
後
ま
た
話
し
合
っ

た
。
「
こ
こ
が
い
い
よ
。
」
「
こ

こ
に
い
こ
う
よ
。
」
「
こ
こ
は
ぜ

っ
た
い
に
。
」
３
分
ぐ
ら
い
い

い
争
い
、
四
階
か
ら
二
階
に
お

り
て
な
が
ら
見
る
こ
と
に
な
っ

た
。
四
階
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
三

階
は
タ
ッ
チ
ト
ン
ネ
ル
、
二
階

は
ダ
イ
ノ
デ
ィ
ッ
グ
だ
っ
た
。

け
れ
ど
。
タ
ッ
チ
ト
ン
ネ
ル
は

す
ご
く
人
が
な
ら
ん
で
て
、
ダ

イ
ノ
デ
ィ
ッ
グ
は
時
間
が
か
か

る
の
で
、
や
め
た
。
か
わ
り
に

ハ
ド
ソ
ン
川
の
生
き
物
を
見

た
。
そ
の
中
で
も
ヒ
ト
デ
が
い

ん
し
ょ
う
に
の
こ
っ
た
の
で
、

ヒ
ト
デ
を
絵
に
書
く
事
に
し

た
。十

分
後
バ
ス
に
の
っ
て
リ
バ

テ
ィ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

を
出
発
し
た
。
な
ん
か
も
の
た

り
な
い
な
と
思
っ
た
が
、
楽
し

い
一
日
だ
っ
た
。
ま
た
い
き
た

い
な
。
こ
ん
ど
い
っ
た
時
の
た

め
に
、
何
を
次
し
た
い
か
考
え

て
お
こ
う
。（

滞
米
３
年
６
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

「秋の遠足」
ニューヨーク育英学園全日制小４

秋山　悠那

http://www.fly-ana.com/
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While visiting
Universal Studios
Japan in Osaka
during its inau-
gural year in
2001, I was
struck by the
global appeal that
the movies have
on us all. A
recent trip to
Universal Studios Hollywood (USH)
stirred the same feelings, but I was also
reminded of the relationship between
Japan and some of the world’s biggest
entertainment franchises.

The park’s newest attraction is Jurassic
World: The Ride, which opened earlier
this summer and stars Chris Pratt and
many of the dinosaurs from the previous
two films. This USH exclusive is an
update of the original “Jurassic Park” ride
and 1993 film, which was so popular at
the time of its release that “Weird Al”
Yankovic recorded a Japanese version of
his parody song that same year.

Then there’s the Transformers. First
launched by toymakers Hasbro and Takara
with Toei Animation producing the origi-
nal 1984 animated series, the iconic
Optimus Prime, Megatron and Bumblebee
were reimagined for a new generation in
the Michael Bay-directed live-action
films, culminating in Transformers: The
Ride 3D, a dynamic, motion-based indoor
battle to save the world from the
Decepticons with special effects by
Industrial Light & Magic, putting you on
the front line of the action.

Finally, there’s the world-famous
Studio Tour, serving as the park’s name-
sake since 1964. Offering an instant
course in 100 years of film history, this
ride-within-a-ride’s centerpiece is King
Kong 360 3D, a signature attraction creat-
ed under the direction of Peter Jackson
and Weta Digital that combines thrilling
visceral effects with cutting edge rotation-
al projection, climaxing with a titanic bat-
tle between a 25’ tall Kong and a 35’ tall
voracious dinosaur (not Godzilla, but that
movie drops next year).

For more information, visit www.uni-
versalstudioshollywood.com.
(Justin has written about Japanese arts and
entertainment since 2005. For more of his
stories, visit http://jetaany.org/magazine.)

A Trip to Universal
Studios Hollywood

Justin Tedaldi

Hotel in Park Avenue from 10th to 13th.
Over 30 floral artists contributed their
talents to this exhibition. At the recep-
tion in the evening of 10th, Koro
Bessho, Ambassador of the Japanese
Permanent Representative to the United
Nations and his wife came and enjoyed
watching this floral show. 

The theme is “The heart of fall.”
Yukiko Yamanouchi, a wife of
Ambassador Consul General of New
York, described lily fall, used the red
dahlia, aster and some other plants for
the arrangement. Miho Kawamura, a
wife of Ambassador Permanent Mission
of Japan to the United Nations, used
butterfly orchid , color flower, leaf and
vase, created a vivid yellow arrange-
ment and attracted the visitors.(Photo
and article by Ryoichi Miura/
Translated by Chikako Iwasaki)

Ikebana International New York,
President Beverly Hashimoto, hosted
the Ikebana Floral Show at Kitano

Mrs.Yukiko Yamanouchi
and her arrangement.

Mrs.Miho Kawamura
and her arrangement.

https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

FirstBrand (located in Osaka,
CEO Fumiko Kawamoto) hosted a
relay seminar for the third time at
the Japanese American Association
of New York on September 28. The
seminar is “ Lions University:
Liberal arts for adults”

This seminar was part of the
health fair program that JAA have
been holding. Jiro Iiyama, Mental
coach of two time gold medalist
skater in Pyeongchang Olympic,
Nana Takagi, appeared and
explained how to change the habit of
brain to get the luck you need.

Iiyama also coaches Seiryo
high school baseball team, which is

a powerhouse in Japan. He explained a
dramatic comeback in the 9th inning
for the team was a result of controlling
the mental state of the brain and
changing the environment by praising
the opponents’ play even when they
were losing.

The two main points were
1. Humans can not work hard only for
themselves. and 2. You only need 3
seconds to think of the situation posi-
tively. By thinking “it’s ok, I’m good”
the brain will be tricked into actually
being so. Control the emotions with
the words and thoughts of yours.
“Humans don’t think with logic, at the
last second they will choose by

She appealed her fantastic original
world with her art from aquariums to
train stations, and the bicycle accident
that blinded her left eye.

Late in the afternoon, gardenist
Seiho Umeno talked about the tradition
in Kyoto that have been going around
for 1200 years and explained it “A
place to calm your heart and talk to
yourself.” He talked about the dream of
him of trading trees to trees and so on.

The CEO of FirstBrand,
Kawamoto said “ In Japan, there are
numerous people who can narrating
you, and I would like the people in the
United States to enjoy it.”
After the seminar, people went around

to meet all the seminarians for auto-
graphs and enjoyed chatting. (Photo and
article by Ryoichi Miura/ Translated by
Kanta Hakamata)

whether they like it or not. Praising
someone results in a brain state same as
eating praised by someone.” Iiyama
stated.

In the afternoon, stained glass
artist, Hideko Hojo invited the crowd to
the world of space art with stained

glass. Ms.Hojo graduated Osaka Ohtani
University in 1979 and started her
career in 1981. She have had exhibition
at places like Hankyu Grand Building.

The way to live speach
First Brand bring professionals to NY

Supporting the gold medalist Stained glass and garden healing

From left in the front line, Ms.Hojo,president Kawamoto,Ms.Riki Ito
president of Japanese Lions NY,from left in the second line,

Mr.Umeno and Mr.Iiyama with tie & suits and members of JLNY

The heart of fall.
Ikebana International

Floral Show at 
The Kitano Hotel NY

You can read the whole layout of the newspaper

on the website!

www.nyseikatsu.com

And the back numbers, too!!

New York Seikatsu Press, Inc.

https://artofhaiku.org/
http://www.anything.ne.jp/newyork/
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海
外
に
暮
ら
す
こ
と
は
、
そ

し
て
、
時
に
は
そ
れ
を
繰
り
返

す
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
そ

し
て
そ
の
結
果
、
大
人
に
な
っ

た
時
、
ど
ん
な
特
徴
を
持
っ
た

人
に
な
る
の
か
。
こ
ん
な
こ
と

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
な
、
と
い

う
気
持
ち
で
帰
国
子
女
の
Ａ
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

奥
田：

Ａ
さ
ん
は
、
い
わ
ゆ
る

帰
国
子
女
で
す
よ
ね
。
ど
の
あ

た
り
を
ど
の
ぐ
ら
い
回
っ
た
の

で
す
か
？

「
は
い
、
生
後
３
か
月
か
ら
３

歳
ま
で
は
ア
テ
ネ
で
、
５
歳
か

ら
８
歳
ま
で
は
ミ
ラ
ノ
で
、
中

学
高
校
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ

ミ
ン
で
す
。
大
学
に
入
る
と
き

日
本
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
」

奥
田：

た
く
さ
ん
回
っ
た
の
で

す
ね
。
子
ど
も
な
が
ら
に
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
ど
ん
な
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
か
。

「
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
明
日
に
な
る
と
、
そ
れ

ま
で
の
生
活
す
べ
て
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
日
が
あ
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
ミ
ラ
ノ
で

の
こ
と
は
特
に
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。
母
か
ら
日
本
に
帰
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
よ
と
聞
か
さ
れ

た
と
き
、
思
い
っ
き
り
泣
い
て

し
ま
い
ま
し
た
」

奥
田：

そ
の
と
き
の
気
持
ち
は
、

き
っ
と
大
人
に
な
っ
た
今
で
も
、

本
当
の
意
味
で
解
決
は
さ
れ
て

い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

で
も
今
回
は
マ
イ
ナ
ス
的
ニ
ュ

ア
ン
ス
は
と
り
あ
え
ず
置
い
て

お
い
て
、
結
果
的
に
自
分
に
と

っ
て
ど
ん
な
良
い
面
が
あ
っ
た

か
を
掘
り
下
げ
て
い
け
れ
ば
と
。

「
こ
れ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
じ
ゃ

な
く
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

な
り
そ
う
で
す
ね
…
」

奥
田：

で
も
、
自
分
の
体
験
が

い
か
に
し
て
今
の
自
分
を
形
作

っ
て
い
る
の
か
を
認
識
し
対
応

し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
何

も
考
え
な
い
よ
り
、
ず
っ
と
よ

り
良
い
人
生
に
な
っ
て
い
く
と

私
は
思
い
ま
す
よ
。

「
そ
う
で
す
か
。
難
し
い
で
す

ね
」

奥
田：

そ
ん
な
海
外
で
の
経
験

が
Ａ
さ
ん
の
そ
の
後
の
人
生
に

と
っ
て
、
良
い
影
響
を
与
え
た

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
で
す
か
？

「
…
そ
う
で
す
ね
、
今
ま
で
意

識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
。

そ
う
、
世
界
の
出
来
事
を
自
分

に
近
い
こ
と
と
し
て
感
じ
た
り

考
え
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
な
あ
…
」

奥
田：

そ
れ
は
あ
る
と
思
い
ま

す
よ
。

「
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
日
本
の
テ
レ

ビ
が
映
っ
た
の
で
す
が
、
時
々

あ
る
、
ど
こ
そ
こ
で
テ
ロ
が
起

こ
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
い

ち
ば
ん
最
後
に
『
日
本
人
の
方

が
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
情
報

は
あ
り
ま
せ
ん
』
と
付
け
加
え

ら
れ
る
の
で
す
が
、
中
学
高
校

の
と
き
は
、
い
つ
も
強
く
違
和

感
を
覚
え
て
い
ま
し
た
」

奥
田：

日
本
人
っ
て
い
う
よ
り
、

現
地
の
人
が
多
数
巻
き
込
ま
れ

て
い
る
の
で
す
か
ら
ね
。
ニ
ュ

ー
ス
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と

以
外
に
そ
の
部
分
の
情
報
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
は
あ
る
の
だ

ろ
う
け
ど
、
子
ど
も
心
に
は
納

得
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
も
頷
け
ま
す
よ
ね
。
他
に
あ

り
ま
せ
ん
か
？

「
奥
田
先
生
も
、
海
外
生
活
の

経
験
が
お
あ
り
で
す
よ
ね
。
ご

自
分
に
と
っ
て
は
、
ど
う
で
す

か
？
」

奥
田：

私
は
帰
国
子
女
で
は
な

い
け
ど
も
、
30
歳
以
降
は
い
わ

ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ノ
マ
ド
と
言

っ
て
も
い
い
よ
う
な
状
態
で
、

国
内
・
海
外
を
い
ろ
い
ろ
と
動

い
て
き
ま
し
た
ね
。
生
ま
れ
て

か
ら
の
引
越
し
回
数
は
、
こ
の

前
数
え
た
ら
15
回
。
お
か
げ
で
、

世
帯
荷
物
は
ず
い
ぶ
ん
ス
リ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
け
ど
。

「
そ
の
結
果
、
ど
う
で
す
か
？
」

奥
田：

自
分
で
一
番
思
う
の
は
、

「
こ
れ
も
ア
リ
な
ん
だ
な
あ
」
と

い
う
こ
と
で
、
財
団
の
教
育
相

談
で
も
、
と
き
ど
き
話
題
と
し

て
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
国
そ
の
国
に
よ
っ
て
「
普
通
」

の
基
準
は
全
然
違
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
慣
れ
る
こ
と
を
繰
り
返

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
で

も
、
例
え
ば
人
間
関
係
で
も
何

で
も
こ
れ
も
ア
リ
か
も
し
れ
な

い
と
一
旦
受
け
止
め
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
私
も
、
あ
の
…
中
学
校
の
時
、

日
本
人
学
校
の
先
生
に
『
君
は

日
本
人
と
い
う
看
板
？

を
背
負

っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
日
本
人

と
し
て
、
お
手
本
と
な
る
行
動

を
…
』
云
々
と
言
わ
れ
、
そ
う

じ
ゃ
な
く
て
、
そ
の
国
、
そ
の

人
、
そ
れ
か
ら
そ
の
人
た
ち
の

習
慣
な
ん
か
を
ひ
っ
く
る
め
て
、

こ
こ
で
生
き
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
な
ん
だ
か
そ
の
お
話
は
し

っ
く
り
こ
な
か
っ
た
で
す
ね
え
」

奥
田：

な
る
ほ
ど
、
人
や
世
界

に
対
す
る
見
方
も
、
日
本
だ
け

で
生
き
て
い
る
の
と
は
ち
ょ
っ

と
異
な
り
、
多
様
な
見
方
、
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
の
見
方
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

今
日
は
わ
ざ
と
悪
い
面
に
つ
い

て
は
話
に
出
さ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
も
含
め
て
貴
重
な

体
験
で
は
あ
っ
た
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本欄に関するお問い合わせは

公益財団法人
海外子女教育振興財団（JOES）
www.joes.or.jp

【教育相談】
Eメール
sodanjigyo@joes.or.jp

海外子女教育振興財団 教育相談室

奥田 修也 教育相談員

帰国子女との対談

子どもにとって

海外で暮らすことの意味は？

■前号までのあらすじ
最近、パーキングメーターの時計の針が進んだり、遅れ

たりすることがよくある。長年こずかれたりぶつかられた
りしている間に狂っていることもあるからね。でも、この
女の子なんでコインを入れていちいち調べているの？

短期集中連載えほん「ぼくめいた」7

作・絵　三浦良一

New York Parking Meter Story ©Ryoichi Miura  2019 

じつは、女の子の誕生日にこんなことがあったのでした_。
家族で食事をしてレストランからもどってきたら、なんとパーキングメーターの矢印がゼロ。女の子の腕時計で
は、確かにあと15分時間が残っているはずなのに。しかも　フロントガラスのワイパーにはしっかり罰金20ド
ルのチケットがはさまっていたんだって。

「せっかくの楽しいバースデーがだいなしだわ！」
「この腕時計は、古いけど、おばあちゃんがお誕生日にくれた思い出の時計・・・。修理に出して新品同様で戻
ってきたばかりなんだから。狂っているのはメーターにちがいないわ！
相手が人間なら文句も言えるけど、機械じゃ文句を言ってもしょうがないわねっ！」

それが彼女の学校の自由研究のテーマ選びの動機だったのでした・・・・
「でもぼくらだって一生懸命やってるんだよ」
「そんなこと知らない」
女の子は　プイっと横を向いていってしまいました。        　　　　　　　　　　　　　　 （次号につづく）

You see, something happened once on the girl's birthday.
She had left a restaurant after having dinner with her family,
and noticed that the time on the parking meter had gone down to zero.
However, according to the girl's watch, she should have had 15 minutes left on her meter.
Not only that, but stuck between the windshield wiper
of the car was a $20 parking ticket.
"So much for having a fun birthday!"
"My watch... I know it's old, but it was an old birthday present from my grandmother...
I just got it fixed, so now it's as good as new.
I know it can't be wrong - it must be the parking meter!
If it was another human who made the error, I could complain
but I can't do anything if it's a machine!"
That's what motivated the girl to choose that topic for her independent study.
"But, you see! We're working so hard!"
"I'm not so sure about that..."
The girl said, then turned to the side. (to be continued)

https://nymtc.com/
https://www.instagram.com/takesushi.nyc/
http://jweeklyusa.com
http://www.nikkeius.com
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２
０
０
９
年
「
ゾ
ン
ビ
ラ
ン

ド
」
の
続
編
。
ゾ
ン
ビ
と
い
え

ば
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
「
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ッ
ド
」
が
シ

ー
ズ
ン
10
を
迎
え
人
気
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
が
、
本
作
は
社

会
問
題
、
環
境
問
題
一
切
関
係

な
し
の
徹
底
し
て
笑
い
ま
く
る

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
の
作
品
だ
。

狂
牛
病
か
ら
派
生
し
た
人
間

へ
の
感
染
症
ゾ
ン
ビ
病
が
世
界

中
に
蔓
延
し
、
今
や
ア
メ
リ
カ

で
も
ソ
ン
ビ
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

ー
を
占
め
る
。
サ
バ
イ
バ
ル
の

途
中
で
出
会
っ
た
男
女
４
人
は

結
束
し
て
数
々
の
ハ
ー
ド
ル
を

越
え
て
い
く
。

前
作
か
ら
10
年
後
の
現
在
、

４
人
は
さ
ら
に
旅
を
続
け
、
新

た
な
出
会
い
と
、
新
た
な
死
闘

を
繰
り
広
げ
る
。
サ
バ
イ
バ
ル

を
極
め
る
に
は
経
験
則
か
ら
生

ま
れ
た
30
以
上
の
ル
ー
ル
が
あ

り
、
副
題
の
「D

ouble
T
ap

」

は
ル
ー
ル
２
に
あ
る
ゾ
ン
ビ
を

仕
留
め
る
「
二
度
撃
ち
」
か
ら

来
て
い
る
。

ウ
デ
ィ
・
ハ
レ
ル
ソ
ン
（
タ

ラ
ハ
シ
ー
）
、
ジ
ェ
シ
ー
・
ア

イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
（
コ
ロ
ン
バ

ス
）
、
エ
マ
・
ス
ト
ー
ン
（
ウ

ィ
チ
タ
）
、
ア
ビ
ゲ
イ
ル
・
ブ

レ
ス
リ
ン
（
リ
ト
ル
ロ
ッ
ク
）

は
続
投
。
メ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
ト

４
人
と
も
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞

も
し
く
は
候
補
俳
優
と
い
う
演

技
力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
で
爆
笑

の
連
増
。
ル
ー
ク
・
ウ
ィ
ル
ソ

ン
、
ロ
ザ
リ
オ
・
ド
ー
ソ
ン
ら

が
共
演
し
ビ
ル
・
マ
ー
レ
イ
が

カ
メ
オ
出
演
と
い
う
今
回
も
多

彩
な
顔
触
れ
だ
。
監
督
は
前
作

と
同
じ
ル
ー
ベ
ン
・
フ
ラ
イ
シ

ャ
ー
。

ゾ
ン
ビ
が
い
な
い
楽
園
だ
と

さ
れ
て
い
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
プ
レ
イ
ラ
ン

ド
も
す
で
に
汚
染
地
域
と
な

り
、
タ
ラ
ハ
シ
ー
ら
４
人
は
東

に
む
か
っ
て
逆
戻
り
。
荒
廃
し

た
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
し
ば
ら

く
と
ど
ま
る
こ
と
に
。
食
料
も

十
分
に
あ
り
、
リ
ン
カ
ン
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
な
ど
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム

の
寝
心
地
も
満
点
。

し
か
し
リ
ト
ル
ロ
ッ
ク
は
タ

ラ
ハ
シ
ー
の
過
保
護
扱
い
に
う

ん
ざ
り
し
、
ウ
ィ
チ
タ
も
コ
ロ

ン
バ
ス
か
ら
の
突
然
の
プ
ロ
ポ

ー
ズ
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
、
二
人
の
姉
妹
は
別
行
動
を

と
り
始
め
る
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
近
く
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
何
年
も

一
人
生
き
延
び
て
い
た
マ
デ
ィ

ソ
ン
（
ゾ
イ
・
ド
イ
チ
）
が
コ

ロ
ン
バ
ス
ら
の
仲
間
に
加
わ
り

一
行
は
プ
レ
ス
リ
ー
の
グ
レ
ー

ス
ラ
ン
ド
そ
し
て
今
度
こ
そ
ゾ

ン
ビ
の
い
な
い
ヒ
ッ
ピ
ー
・
コ

ミ
ュ
ー
ン
、
バ
ビ
ロ
ン
へ
と
未

来
に
向
か
っ
て
進
み
始
め
る
。

バ
イ
オ
レ
ン
ス
は
満
載
だ
が

文
句
な
し
に
笑
え
る
痛
快
ア
ク

シ
ョ
ン
。
い
ず
れ
も
演
技
派
ぞ

ろ
い
だ
が
中
で
も
ハ
レ
ル
ソ
ン

は
ピ
カ
一
。
１
時
間
33
分
。
Ｒ
。
　
　
　

（
明
）

サ
バ
イ
バ
ル
も
ま
た
楽
し

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.

AMC Empire 25

234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

Zombieland: 

Double Tap

ゾンビに囲まれる4人（左からアイゼンバーグ、ハレルソン、ブレスリン、ストーン）

photo : Jessica M
iglio/SO

NY PICTURES ENTERTAINM
ENT INC.

見えない日本のルール

アート作品募集
JCAT 1月にNY展

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
拠
点
を
置

く
日
本
人
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

チ
ー
ム
の
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
が
来
年
１

月
28
日
（
火
）
か
ら
２
月
１
日

（
土
）
ま
で
ノ
ー
ホ
ー
Ｍ
55
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
西
25
丁
目
５
３
０

番
地
）
で
開
催
す
る
、
ア
ー
ト

で
伝
え
る
「
見
え
な
い
日
本
の

ル
ー
ル
」
展
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
。

同
展
は
１
９
６
４
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
発
案
さ
れ
た

と
さ
れ
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
ヒ

ン
ト
を
得
て
、
見
え
な
い
ル
ー

ル
を
ア
ー
ト
と
し
て
ビ
ジ
ュ
ア

ル
化
す
る
こ
と
で
、
言
葉
で
は

表
現
さ
れ
な
い
日
本
を
知
っ
て

欲
し
い
と
い
う
想
い
が
詰
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
展
示
作
品
は

ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
に
な
り
、
ア
マ

ゾ
ン
で
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
を
予

定
し
て
い
る
。

参
加
費
は
、
出
品
料
と
し
て

１
作
品
に
つ
き
１
０
０
ド
ル
。

ひ
と
り
５
点
ま
で
出
品
可
能
。

作
品
サ
イ
ズ
や
ル
ー
ル
な
ど
の

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.jcatny.com

を
参
照
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

info@
jcat-ny.com

ま
で
。
　

レゾボックスEAST VILLAGE

25日から27日まで
日
本
の
伝
統
工
芸

博
多
・
有
田
展

は
か
た
伝
統
工
芸
館
に
よ
る

「
２
０
１
９
・
日
本
の
伝
統
工

芸

博
多
・
有
田

展
・
イ
ン
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
が
25
日
（
金
）

か
ら
27
日
（
日
）
ま
で
、
レ
ゾ

ボ
ッ
ク
ス
・
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
（
東
３
丁
目
91
番
地
）
で
開

催
さ
れ
る
。

福
岡
・
博
多
の
伝
統
工
芸
品

「
博
多
織
」
「
博
多
人
形
」
、
有

田
の
伝
統
工
芸
品
「
有
田
焼
」

の
展
示
、
紹
介
、
販
売
、
Ｐ
Ｒ

が
行
わ
れ
る
。
出
品
作
家
は
梶

原
正
二
、
高
野
幸
博
（
博
多
人

形
伝
統
工
芸
士
）
、
荒
木
希
代

（
博
多
織
作
家
）
、
華
仙
（
有
田

焼
創
作
絵
付
師
）
、
甲
斐
ゆ
き

の
（
装
飾
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）
。

26
日
（
土
）
午
後
か
ら
博
多
人

形
絵
付
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
26
日
と
27
日
（
日
）
の
両

日
と
も
に
午
後
か
ら
お
茶
の
お

手
前
ふ
る
ま
い
、
博
多
独
楽
体

験
も
実
施
さ
れ
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
正

午
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
25

日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
。
問

い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
５

９
８
・
５
９
９
３
ま
で
。

参考作品：タイトル「手刀」

http://www.easeny.com/
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://drahnent.com/
https://www.sonypictures.com/movies/zombielanddoubletap
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EVENT
■グリーン・マーケット＝30日までの
毎水曜9:00-15:00　New York Botanical
Garden（Bronx Pkwy & E Fordham Rd
Bronx）Tel:718-362-9561　入場料（植
物園の入場料：＄23（大人）＄20（学
生・シニア）＄10（２〜12歳）会員・
２歳未満無料　近郊の新鮮な野菜や果
物のほか、自家製のパンやお菓子など
が並ぶ。そのほかテモンストレーショ
ンやテイスティング、園芸の秘訣など
も聞ける。詳細はwww.nybg.org
■第46回ビレッジ・ハロウィーン・パ
レード＝31日19:00（on 6th Ave from
Spring St to 21st St) Tel: 212-475-3333
入場無料　毎年恒例のイベント。思い
思いの嗜好を凝らした仮装コスチュー
ムを披露しながらのパレードは沿道で
見る者の目を楽しませる。
詳細はwww.halloween-nyc.com/
■ファースト・サタデー＝11月2日
17:00 Brooklyn Museum of Art (200
Eastern Pkwy at Washington Ave,
Brooklyn) Tel:718-638-5000  入場無料
毎月第１土曜夕方に開催されるイベン
ト。さまざまなプログラムやエンター

テインメントなどが無料で楽しめる。　
詳細はwww.brooklynmuseum.org
■第51回ニューヨーク・シティー・マ
ラソン＝11月3日10:00 Verrazono
Narrows Bridge to Central Park 晩秋恒
例、約4万人が世界各国から参加する。
スタッテン島ベラゾノ橋をスタート地
点に市内の5区を通過し、セントラルパ
ークでゴール。テレビ中継もある。　
詳細はwww.nycmarathon.org

MUSIC
■クラッカージャズ＝11/3（日）17：
30　Birdland (315 W.44th St.) Tel: 212-
581-3080 入場料：$30〜60 1960年に
デューク・エリントン編曲したチャイ
コフスキーの「くるみ割り人形」をア
フロキューバンジャズのボビー・サナ
ブリア指揮するビッグバンドが演奏。
ジャズボーカルやタップダンスも楽し
める。後半はクリスマスソングも演奏、
同ビッグバンドの平生喬士はジングル
ベルの編曲を担当。
詳細はwww.birdlandjazz.com
■ ブ ル ー ノ ー ト ＝ 11月 10日 ま で
20:00、22:30　料金はアーティストによ
って異なる　Blue Note（131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592　出演：21日ブッチャ
ー・ブラウン／22日〜27日ロバート・
グラスパーほか／29日〜11月3日ロバー
ト・グラスパーほか／4日ディジー・ギ
レスビー・アフロ・ラテン・エクスペ
リエンス／5日、6日ランキー・タンキ
ー／7日〜10日タリブ・クウェリほか
詳細はwww.bluenote.net/
■2019年〜2020年カーネギー・ホー
ル・コンサート＝11月16日まで　時間、
料金はアーティストによって異なる
Carnegie Hall (881 7th Ave) Tel: 212-
247-7800　クラシック音楽、オペラ、
リサイタルからポピュラーな軽音楽や
ジャズまで多彩な音楽を紹介する。出
演：26日ミュンヘン・フィルハーモニ
ック／27日リチャード・タッカー・ガ
ラ／11月2日ロザンナ・キャッシュ、ラ
イ・クーダー／3日シェフン・ジャン／
７日スティブン・コルベア・レイト・
ショー／8日ババリアン・ラジオ・シン
フォニー・オーケストラ／15日、16日
シカゴ・シンフォニー・オーケストラ
詳細はhttp://www.carnegiehall.org/
■メトロポリタン・オペラ2019-2020
シーズン＝2020年5月9日まで　公演は
日曜を除く毎日、時間は曜日や公演に
よって異なる　Metropol itan Opera
House (Lincoln Center)  Tel:212-362-
6000 料金：＄30〜＄480　新演出作品
は「ポーギーとベス」「アクナーテン」、

「ボッツェック」、「アグリッピーナ」、
「さまよえるオランダ人」の5作品。レ
パートリーは「マクベス」、「椿姫」、

「トスカ」、「ラ・ボエーム」など。オペ
ラ初心者からオペラ通まで楽しめるラ
インナップ。今年から日曜の公演がス
タート。詳細はwww.metopera.org■バ
ージ・ミュージック・コンサート＝通
年で週3日公演　金曜〜日曜夜　時間と
料金はアーティストによって異なる
Barge Music（Fulton Ferry Landing
Brooklyn）Tel:718-624-208　イーストリ
バーに浮かぶ船を音楽ホールにして、
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本
か
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広
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も
承
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ま
す

www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

416

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2019年10月26日号

❶ 富士フイルム写真展
グランドセントラル駅で

付
の
オ
リ
コ
ン
週
間
ヒ
ッ

ト
・
チ
ャ
ー
ト
で
２
週
連
続

第
１
位
を
獲
得
し
た
ほ
か
、

同
年
の
年
間
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー

ト
で
第
７
位
を
記
録
し
た
。

累
計
売
上
は
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ

ー
を
記
録
。

ローワーマンハッタンの夜景を眺めなが
ら聞く公演シリーズ。室内楽をメインに
ジャズやコンテンポラリー音楽などをテ
ーマ別に演奏する。　
詳細はwww.bargemusic.org

DANCE&THEATER
■第13回フード・フィルム・フェスティ
バル＝24日〜27日 時間、料金、内容は
曜日によって異なる　Angel Orensanz
Foundation (172 Norfolk St) 映画のテーマ
となる食べ物を食べながら映画鑑賞す
る。詳細はwww.thefoodfilmfestival.com
■アメリカン・バレエ・シアター秋季シ
ーズン公演＝27日まで　時間は曜日によ
って異なる　David Koch Theater (20
Lincoln Center Plaza) Tel: 212-496-0600入
場料：＄30〜＄165 「マスターズ」はバ
ランシンやトワイラ・サープ作品を中心
に、「バランシン、ベネットとビーチ・
ボーイズ」はトニー・ベネットやウィリ
アム・ボルコム、スタビンスキーなど現
代を代表する音楽にインスパイアされた
作品を、そして「ニュー・ロマンティク
ス」の３つのテーマに分けて構成。家族
で楽しめるファミリー・マチネ（26日）、
スターダンサーのヘルマン・コルネホ同
団デビュー20周年記念公演は26日夜に上
演。詳細はhttp://davidhkochtheater.com

ART
■屋上展示／パラピボット展＝27日まで
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel：212-535-7710　入場料：＄25
＄17シニア　＄12　12歳未満無料　ポー
ランド出身、ベルリンを拠点に活動する
女性アーティストのアリシア・クワーデ
によるインスタレーション。雨天の場合
は会場（屋上）休館。　
詳細はwww.metmuseum.org
■アーティステック・ライセンス展＝
2020年 1月 12日 ま で 　 Guggenheim
Museum (1071 Fifth Ave) Tel:212-423-
3500 入場料：＄25（大人）、＄18（学
生・シニア）12歳未満無料　同館所蔵の
20世紀の現代美術作品から、かつて同館
で作品展示された6人の芸術家がキュー
レーター約300点の作品を選んで展示。
岡田謙三や日系2世のルース・アサワの
作品など、普段見ることのない作品が多
い。詳細はwww.guggenheim.org/
■T・レックス／究極の捕食者＝2020年
8月9日まで　American Museum of
Natuaral History（200　Central Park
West）Tel：212-769-5100　入場料：
＄28（大人）、＄22.50（学生・シニア）
＄16.50（２〜12歳）創立150年を迎える
同館の記念展。T・レックスの孵化から
成長までの等身大モデルをはじめバーチ
ャル・リアリティーなど生態系を科学的
に分析。詳細はwww.amnh.org
■エピック・アブストラクション／ポロ
ックからヘレラまで＝終了期日未定
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel：212-535-7710 入場料：$25、
$12（学生）、$17（シニア）、12歳以下
は無料　1940年代から現代にいたる抽象
絵画、彫刻、ドローイングなど、同館所
蔵のポロックをはじめ日本人の作品など
約50点を展示。
詳細はhttps://metmuseum.org

「
花
嫁
」（
は
な
よ
め
）

は
、
は
し
だ
の
り
ひ

こ
と
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
名
義
の
フ
ァ
ー
ス

ト
・
シ
ン
グ
ル
。
１

９
７
１
年
１
月
10
日

発
売
。
発
売
元
は
東

芝
音
楽
工
業
（
現：

Ｅ
Ｍ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ジ
ャ
パ
ン
）
。
71

年
２
月
15
日
・
22
日

「
平
成
の
困
っ
た
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
」
そ
の
４
。

「
令
和
」
の
御
世
に
な
っ
て

思
う
こ
と
。
平
成
は
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
業
界
に
と
っ
て
、
い
い
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
ひ
と
つ
も
な
か
っ

た
、
困
っ
た
こ
と
ば
か
り
。
忘

れ
な
い
う
ち
に
書
き
残
し
て
お

く
。

「
フ
ェ
イ
ク
・
ボ
タ
ン
ダ

ウ
ン
」
「
サ
イ
ド
フ
ァ
ス

ナ
ー
付
き
シ
ュ
ー
ズ
」

「
シ
ャ
ツ
の
裾
」
に
次
い

で
書
い
て
お
き
た
い
の
は

「
キ
ャ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
」。

キ
ャ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
の
な
に

が
困
る
か
と
い
う
と
、
例
外
な

く
「
か
さ
ば
る
」
こ
と
だ
。
新

幹
線
ホ
ー
ム
が
混
雑
す
る
元
凶

は
キ
ャ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
に
あ

る
。
こ
い
つ
は
ハ
ー
ド
ケ
ー
ス

な
の
で
、
い
た
ず
ら
に
場
所
を

と
る
。

昭
和
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
、

大
き
く
な
れ
ば
重
く
な
る
の
が

当
た
り
前
。
手
に
持
っ
た
こ
と

を
考
え
、
内
身
を
最
小
限
に
お

さ
え
て
小
さ
目
の
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
か
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
で
我
慢

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
キ
ャ
ス
タ

ー
が
付
い
た
お
か
げ
で
、
女
性

で
も
大
き
な
カ
バ
ン
を
楽
々
と

引
っ
張
れ
る
よ
き
時
代
に
な
っ

た
。キ

ャ
リ
ー
・
ケ
ー
ス
は
ま
す

ま
す
大
型
化
、
旅
支
度
は
変
わ

っ
た
。
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

296：かさばるキャリー・ケース

ザ
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
シ
ア

タ
ー
（
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
通
り

１
１
５
番
地
）
で
公
演
中
の
オ

フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
ア
リ
ス
・
イ
ン
・
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
」
に
日
本
人
ダ
ン

サ
ー
の
中
山
ポ
プ
ラ
が
出
演
し

て
い
る
。

同
作
品
は
イ
ギ
リ
ス
人
作
家

ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
原
作
小
説

に
基
づ
き
、
生
演
奏
の
音
楽
に

合
わ
せ
て
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
か

つ
ユ
ー
モ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
物

語
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。
公
演

１
時
間
前
に
は
子
供
向
け
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
。
中
山

は
コ
ミ
カ
ル
で
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ

ッ
ク
な
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
や
、

パ
イ
の
売
り
子
を
演
じ
る
ほ

か
、
妖
艶
な
蝶
や
花
の
ダ
ン
ス

花
嫁
　
　
　
は
し
だ
の
り
ひ

こ
と
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w

w
.n

y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

アリス役のミカエラウィンターとクイーン・オブ・ハ
ーツ役のエリックフレッチャーと中山

な
ど
で
観
客
を
魅
了
し
て
い

る
。
公
演
は
11
月
17
日
（
日
）

ま
で
。

入
場
料
は
32
〜
52
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
は
劇
場
窓
口
、
ま
た
は

オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
購
入
で
き

る
。
キ
ャ
ス
ト
割
引
（code:

C
A

S
T

と
入
れ
る
と
10
ド
ル

引
）
に
な
る
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.th

ep
la

y
ersth

e-
atre.com

/

を
参
照
。

不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス

中
山
ポ
プ
ラ
が
出
演

https://www.hondag.com
http://jweeklyusa.com
http://jmart-usa.com/en/
https://www.youtube.com/watch?v=iVCZCqiTrH8
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://youtu.be/lOvCcIDR658
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http://www.taichirealty.com
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